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主な内容 

◆低額・便利で魅力的な公共交通網をめざす 
　　　　　　　　　　　　　　上限200円バス実証運行を開始 
◆京都エコエネルギープロジェクト視察者　1,000人突破 
◆友好関係を継続・発展　中国・安徽省亳州市と友好都市提携 

100歳以上のかたが47人！！
　　人口10万人に換算すると
　　　京都府内28市町村で一番の74.9人
　　　　　　 全国平均（20人）の3.7倍

京都府内男性最高齢　109歳　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 

2006

11月号

平成18年

広報

ご長寿　おめでとうございます

※「蓬莱（ほうらい）の郷」
　中国で仙人が住み、不老不死の地と
　信じられた想像上の仙境



　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応

え
、
真
の
生
活
交
通
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
構
築
を
め

ざ
し
、
「
京
丹
後
市
地
域
交
通
会
議
」

（
会
長
・
中
山
京
丹
後
市
長
）
で
は
、

丹
後
海
陸
交
通
の
市
内
を
走
る
四
つ

の
バ
ス
路
線
で
、
乗
車
一
回
の
上
限

運
賃
を
二
百
円
と
す
る
低
額
運
賃
バ

ス
の
実
証
運
行
を
十
月
一
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。 

 

　
同
会
議
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
運

輸
局
京
都
運
輸
支
局
や
京
都
府
、
京

丹
後
警
察
署
、
丹
後
海
陸
交
通（
株
）、

貸
切
バ
ス
事
業
者
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
代
表
、
運
転
代
行
事
業
者
の
代

表
を
は
じ
め
、
市
民
の
か
た
や
公
共

交
通
の
利
用
者
の
代
表
な
ど
で
構
成
。

利
用
者
の
立
場
に
た
ち
、
経
済
的
で

わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
使
い
や
す
い

魅
力
的
な
「
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
め
ざ
し
、

昨
年
十
二
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
住

民
の
み
な
さ
ん
や
高
校
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ
め
、
高
校
生
と

の
意
見
交
換
会
を
基
に
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

  

　
実
証
運
行
は
、
次
の
四
路
線
で
、

計
五
十
七
便
の
運
行
を
行
い
ま
す
。 

▽
間
人
循
環
線
（
峰
山
ー
弥
栄
病
院

前
ー
間
人
ー
網
野
駅
前
ー
峰
山
駅

前
） 

▽
海
岸
線
の
一
部
（
峰
山
駅
前
ー
網

野
駅
前
ー
丹
後
庁
舎
前
） 

▽
間
人
線
（
峰
山
ー
弥
栄
病
院
前
ー

間
人
） 

▽
弥
栄
病
院
線
（
網
野
駅
前
ー
丹
後

あ
じ
わ
い
の
郷
ー
弥
栄
病
院
前
） 

　
同
路
線
の
間
人
か
ら
峰
山
高
等
学

校
の
場
合
で
は
、
大
人
一
回
乗
車
の

七
百
円
（
子
ど
も
・
障
害
者
の
か
た

は
半
額
）
だ
っ
た
運
賃
を
二
百
円
（
同

半
額
）
と
、
大
幅
な
引
き
下
げ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
（
二
百
円
未
満
の
短

距
離
区
間
の
料
金
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
す
） 

  

　
高
校
生
の
み
な
さ
ん
の
通
学
や
高

齢
者
の
か
た
の
通
院
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
列
車

と
の
連
絡
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
編
成

と
す
る
と
と
も
に
、
最
終
便
を
含
め

四
便
増
便
。
観
光
客
の
か
た
向
け
の

土
・
日
・
祝
日
ダ
イ
ヤ
の
導
入
や
、

毎
週
金
曜
日
の
夜
に
限
り
、
峰
山
発

二
二
時
三
一
分
間
人
行
き
の
最
終
便

「
花
金
バ
ス
」
を
新
設
し
て
い
ま
す
。 

  

　
停
留
所
に
つ
い
て
も
六
か
所
を
増

設
す
る
と
と
も
に
、
通
院
に
便
利
な

よ
う
に
弥
栄
病
院
前
の
停
留
所
を
玄

関
先
に
移
動
。
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷

で
は
停
車
位
置
を
正
面
入
口
に
変
更

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
証
運
行
の

範
囲
に
含
ま
れ
な
い
海
岸
線
の
経
ヶ

岬
ー
丹
後
庁
舎
前
は
、
停
留
所
以
外

で
も
乗
降
い
た
だ
け
る
フ
リ
ー
乗
降

区
間
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

低額・便利で魅力的な公共交通網をめざす 低額・便利で魅力的な公共交通網をめざす 低額・便利で魅力的な公共交通網をめざす 

　市では、今回の実証運行にあ

わせ、市内の公共交通機関のバ

スと鉄道の時刻表をひとまとめ

にした「京丹後市バス・鉄道時

刻表」を作成し全戸に配布しま

した。ぜひ、ご活用ください。 

テープカットを行い運行開始を祝いました 

利
用
し
や
す
い
停
留
所
の
設
置 

実
証
運
行
を
行
う
対
象
路
線 

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成 

　実証運行の初日にあたる10月１日に、

北近畿タンゴ鉄道峰山駅前で行った「出

発式」には、関係者や地域の住民のみな

さんなど約150人が出席し、盛大に待望

のスタートを祝いました。 

　峰山高等学校吹奏楽部の軽やかな演奏

で幕を開けた式典では、高見俊治丹後海

陸交通株式会社取締役社長が「みなさん

の熱い思いで実現することができました。

みなさんに愛されるため最大限の努力を

行っていきます」とあいさつ。また、中

山市長が、関係者のみなさんに感謝の言

葉を述べるとともに「さまざまな工夫を

盛り込み運行実施に導いていただき、市

のさらなる活性化につながるものと確信

しています」とお祝いと期待の言葉を述べ、

その後テープカットを行い、第１便の出

発を拍手で見送りました。 

　側面に「感動半島・京丹後」の文字とともに、

経ヶ岬灯台や立岩、屏風岩、太鼓山風力発電を、

また後部には夕日ヶ浦の夕日の写真を車体に

ラッピングした特別仕様のバスが、第１便と

して出発 

■回数券（区間運賃200円の場合） ■定期券（区間運賃200円の場合） 

回数券種類 
普通回数券 
通学回数券 
昼間回数券 

枚　数 
11枚綴り 
13枚綴り 
13枚綴り 

料　　　金 
2,000円（10回分の運賃） 
2,000円（10回分の運賃） 
2,000円（10回分の運賃） 

定期券種類 
通学定期券
通勤定期券 

１か月料金
6,240円 
7,280円 

３か月料金
17,780円 
20,750円 

※昼間回数券は、10：00～16：00までの乗降車に使用できます。 
※区間運賃200円の回数券は、峰山市民局・網野市民局・丹後市民局・弥栄市民局およびＫＴＲ網野駅でも
販売しています。 

間人循環型エリア内　上限200円バス実証運行を開始 間人循環型エリア内　上限200円バス実証運行を開始 間人循環型エリア内　上限200円バス実証運行を開始 

こんなに 安くなります！！ 

ご利用ください！！ 
公

共

交

通 

公

共

交

通 

低額運賃 上限200円バス 
実証運行路線図 

低額運賃 上限200円バス 
実証運行路線図 

間人循環線 

海岸線 

間人線 

弥栄病院線 

バス停の新設６か所 

名称を変更するバス停 

農協前　　➡杉谷上 

高校下　　➡弥栄分校前 

掛　津　　➡琴引浜 

間人口　　➡間人岡成 

診療所前　➡間人診療所前 

中央病院前➡丹後中央病院前 

三宅橋　　➡三宅 

あしぎぬ温泉 

峰山高等学校 

琴引浜鳴砂文化館 

網野高等学校 
間人分校 

峰山高等学校 
弥栄分校 

丹後あじわいの郷 
（恋人の聖地） 

弥栄病院 

丹後中央病院 

ＫＴＲ網野駅 

網野高等学校 

丹後ふるさと病院 

ＫＴＲ峰山駅 

はしうど荘（丹後温泉） 

浅茂川温泉　静の里 

北近畿タンゴ鉄道 

平成18年11月 平成18年11月 広報きょうたんご広報きょうたんご

3 2



　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
電
力
を
供
給
す

る
実
証
研
究
を
市
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術
開
発
機
構
）
か
ら
の
委
託

研
究
事
業
と
し
て
、
京
丹
後
市
を
舞
台

に
実
施
し
て
い
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

地
域
集
中
実
証
研
究
」
で
「
京
都
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

名
称
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
実
証
研
究
の
た
め
の
施
設
設
備

は
昨
年
完
成
。
昨
年
十
一
月
か
ら
全
面

稼
動
し
研
究
を
進
め
、
国
内
外
か
ら
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
十
一
月
の
全
面
稼
動
か
ら
本
年

十
月
ま
で
の
十
一
か
月
間
で
、
同
施
設

へ
の
視
察
者
が
一
、
〇
〇
〇
人
を
超
え

ま
し
た
。
主
な
視
察
者
は
、
国
内
外
の

大
学
関
係
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業

を
は
じ
め
、
行
政
関
係
者
、
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
で
、
最
近
で
は
市
内
の
各
種
団

体
や
企
業
の
視
察
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。 

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
京
都

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
世
界
的
に
も
め
ず
ら

し
い
実
証
研
究
で
あ
り
、
環
境

循
環
都
市
を
め
ざ
す
京
丹
後
市

を
象
徴
す
る
取
り
組
み
で
す
。 

  

  

　
人
類
が
、
持
続
可
能
な
発
展
を
続
け

る
た
め
に
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ

ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の
枯
渇
に
よ
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
と
、
化
石
燃
料
の
使

用
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
原
因
の
「
地
球

温
暖
化
」
と
い
う
地
球
規
模
の
大
き
な

問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
た
め
に
は
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。 

　
「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
・

太
陽
光
発
電
施
設
・
風
力
発
電
施
設
を

弥
栄
町
内
に
設
置
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。 

   

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
か
え
る

太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
は
、
気
象
条

件
に
よ
っ
て
発
電
量
が

変
動
す
る
た
め
、
安
定

し
た
電
力
供
給
が
困
難

で
す
が
、
人
為
的
に
発

電
量
を
操
作
で
き
る
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
な
ど
と

組
み
合
わ
せ
、
太
陽
光

発
電
・
風
力
発
電
の
発

電
電
力
量
予
測
と
電
力

を
消
費
す
る
側
（
弥
栄
庁
舎
・

市
営
団
地
な
ど
）
の
電
力
需
要

予
測
に
基
づ
き
、
必
要
な
と
き

に
必
要
な
だ
け
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
に
よ
る
電
力
を
供
給
す
る
、

効
率
的
で
安
定
し
た
電
力
供
給

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

    

○
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
原
料
を

排
出
す
る
食
品
工
場
の
誘
致 

○
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
か
ら

発
生
す
る
熱
、
バ
イ
オ
ガ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
研
究 

○
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
か
ら
発
生
す

る
発
酵
後
の
残
さ
と
消
化
液
の

活
用
に
つ
い
て
研
究 

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
施
設
と
し

て
活
用 

○
観
光
資
源
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

と
し
て
活
用 

○
災
害
時
な
ど
の
非
常
用
電
源
と

し
て
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討 

    

　
市
内
の
六
農
家
の
協
力
を
得
て
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
原
料
と
し
て

投
入
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
（
コ
ー

ヒ
ー
か
す
や
お
か
ら
な
ど
）
の
発

酵
後
の
残
さ
を
使
っ
た
農
作
物
の

栽
培
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
が
成
功
す
れ
ば
、【
食
品

廃
棄
物
⇩
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
・

熱
）
⇩
堆
肥
⇩
田
畑
⇩
食
品
】
の

循
環
が
成
立
し
、『
環
境
に
や
さ
し

い
京
丹
後
市
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
』
づ
く
り
が
推
進
で
き
ま
す
。 

    

※
施
設
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
環
境
推
進
課
（
☎
六
九

ー
〇
二
三
〇
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

環
　
　
　
境 

環
　
　
　
境 

「歴史街道丹後100㎞ウルトラマラソン」

の60㎞コースを先導した燃料電池自動車

燃料電池自動車で環境保全をＰＲ 

“近未来の低公害車” 

　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
近
未
来
の

低
公
害
車
」
と
呼
ば
れ
、
実
用
化
が
期
待
さ

れ
る
「
燃
料
電
池
自
動
車
」
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
を
活

用
し
、
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
に
わ
た

っ
て
展
示
試
乗
会
な
ど
を
実
施
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
大
気
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
「
燃
料
電
池
自
動
車
」
は
、
燃
料
電
池
で

水
素
と
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
発
電
し

た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
モ
ー
タ
ー
を
回
し
て

走
り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
か
わ
り
に
水
素
を
補
給
。

地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
を
排
出
し
な

い
だ
け
で
な
く
、
騒
音
も
少
な
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
全
世
界
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
啓
発
事
業
は
、
環
境
省
が
保
有
す

る
国
内
外
で
十
八
台
し
か
な
い
本
田
技
研
工

業
の
Ｆ
Ｃ
Ｘ
を
借
り
受
け
て
実
施
。 

　
九
月
十
七
日
に
は
、
「
歴
史
街
道
丹
後
一
〇

〇
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
六
〇
㎞
コ
ー

ス
の
先
導
を
行
う
と
と
も
に
、
期
間
中
は
ア

ミ
テ
ィ
丹
後
や
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
、
大
宮

庁
舎
で
展
示
や
試
乗
会
も
行
い
、
来
場
者
は

究
極
の
エ
コ
カ
ー
を
体
感
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
島
津
小
学
校
（
九
月
十
九
日
）
、
黒

部
小
学
校
・
鳥
取
小
学
校
（
九
月
二
十
二
日
）

で
開
い
た
「
出
前
環
境
学
習
会
」
で
は
、
子

ど
も
た
ち
も
試
乗
し
、
静
か
に
す
い
す
い
と

走
る
姿
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

　
九
月
二
十
二
日
に
行
っ
た
黒
部
小
学
校
で

の
「
出
前
環
境
学
習
会
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」
の
梅
本
修
理
事
が
、

地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
や
影
響
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
「
燃
料
電
池
自
動
車
」
と

と
も
に
、
廃
食
用
油
か
ら
つ
く
ら
れ
た
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
セ
ル
燃
料
で
走
る
「
ト
ラ
ク
タ
ー
」

も
持
ち
込
み
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。 

わずか11か月で1,000人を超すかたが 

　　　　　　バイオガス発電施設を視察 

安
定
し
た
電
力
供
給
を
め
ざ
し
て

安
定
し
た
電
力
供
給
を
め
ざ
し
て 

安
定
し
た
電
力
供
給
を
め
ざ
し
て 

地
球
規
模
の
課
題

地
球
規
模
の
課
題 

　
　
　
〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
〜

　
　
　
〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
〜 

地
球
規
模
の
課
題 

　
　
　
〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
〜 

広
が
る
利
活
用
・

広
が
る
利
活
用
・ 

　
　
　
京
丹
後
市
の
魅
力
向
上

　
　
　
京
丹
後
市
の
魅
力
向
上 

広
が
る
利
活
用
・ 

　
　
　
京
丹
後
市
の
魅
力
向
上 

安
心
・
安
全
、

安
心
・
安
全
、 

　
　
　
循
環
型
農
業
の
確
立
へ

　
　
　
循
環
型
農
業
の
確
立
へ 

安
心
・
安
全
、 

　
　
　
循
環
型
農
業
の
確
立
へ 

京都エコエネルギープロジェクト視察者　1,000人突破！！ 京都エコエネルギープロジェクト視察者　1,000人突破！！ 
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー 

スイス村山頂に設置している 

　　　　　　　風力発電施設 

太陽光発電施設 

溝谷・吉野地区農業集落廃水処理施設 丹後あじわいの郷「王国タワー」 

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
残
さ
を
使
っ
た 

　
　
　
　
　
　
栽
培
実
証
試
験
を
開
始 

黒部小学校での「出前環境学習会」で、 

　子どもたちが「燃料電池自動車」に試乗 

燃料電池自動車で環境保全をＰＲ 

“近未来の低公害車” 

平成18年11月 平成18年11月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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会　長 

副会長 

岡田　政義 

板垣　久彌 

佐々木新一郎 

志村　朝雄 

田中　　治 

中江　伸子 

長濱　孝次 

野村　知史 

広瀬佐代子 

和田　市郎 

網野町漁業協同組合 

久美浜町観光振興会 

丹後町漁業協同組合 

丹後町観光協会 

丹後商工会連絡協議会 

京都北部商工会女性部連絡協議会 

網野町観光協会 

京都府漁業協同組合連合会 

丹後地域漁村女性のつどい 

湊漁業協同組合 

委員のみなさん 委員のみなさん 委員のみなさん 
（敬称略） 

市の豊かな海を活かした　特色ある「海業（うみぎょう）」を推進 市の豊かな海を活かした　特色ある「海業（うみぎょう）」を推進 
　
市
で
は
、
従
来
の
漁
業
だ
け
で

な
く
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、

文
化
な
ど
を
包
括
し
、「
海
」
の
総

合
的
な
活
用
・
振
興
を
図
る
「
京

丹
後
市
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
振

興
協
議
会
」
を
こ
の
た
び
発
足
し

ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、
市
の
豊
か
な
海
、

海
岸
、
漁
港
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
資
源
を
活
か
し
た
漁
村
地
域
の

新
た
な
産
業
・
経
済
活
動
を
「
海

業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
漁
業
、

観
光
業
、
商
工
業
な
ど
の
関
係
者

が
連
携
を
取
り
な
が
ら
総
合
的
に

推
進
し
、
漁
業
振
興
や
漁
村
地
域

の
活
性
化
に
加
え
、
商
工
観
光
業

な
ど
の
振
興
を
図
る
目
的
で
設
置
。

市
の
「
海
業
」
の
可
能
性
と
推
進

方
法
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行

い
、
本
年
度
中
に
「
海
業
推
進
事

業
計
画
」
を
策
定
し
、
事
業
プ
ラ

ン
の
具
体
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

　
同
協
議
会
は
、
網
野
町
・
丹
後

町
・
湊
の
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ

め
、
海
に
面
し
た
各
町
の
観
光
協

会
、
丹
後
商
工
会
連
絡
協

議
会
な
ど
十
人
で
構
成
。

ま
た
、
京
都
府
水
産
事
務

所
の
戸
嶋
孝
海
の
に
ぎ
わ

い
課
長
と
京
都
府
丹
後
広

域
振
興
局
の
野
村
光
春
農

林
商
工
部
企
画
調
整
室
長

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、

助
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
九
月
二
十
一
日
に
開
催

し
た
第
一
回
会
議
で
は
、

会
長
に
岡
田
政
義
さ
ん
（
網

野
町
漁
業
協
同
組
合
）
、
ま

た
副
会
長
に
板
垣
久
彌
さ
ん
（
久

美
浜
町
観
光
振
興
会
）
を
選
任
。
▽

船
上
で
の
網
揚
げ
や
浜
売
り
な
ど

の
「
漁
業
体
験
」、
▽
漁
師
料
理
の

提
供
や
未
利
用
の
海
洋
資
源
の
利

活
用
な
ど
の
「
水
産
物
加
工
」、
▽

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な

ど
の
「
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点

づ
く
り
」
の
三
事
業
を
柱
に
、「
海

業
推
進
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
雨

が
降
っ
て
も
、
雪
が
降
っ
て
も
『
丹

後
に
行
き
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
お
客
さ
ん
本
位
の

考
え
が
必
要
」
、
「
昔
か
ら
の
こ
と

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
壁
を
取
り
払
う

こ
と
が
大
切
」
な
ど
積
極
的
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

キラリキラリ 日本海側で初めて 

　クルマエビの養殖の取り組み 

色あざやかで活きのいい 

最高のクルマエビを選別

される豊嶋聰さん 

　
久
美
浜
町
湊
宮
の
豊
嶋
聰
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
山

口
県
で
は
じ
め
ら
れ
た
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
を
、
わ
ず
か
四

年
後
の
ま
だ
技
術
的
に
未
確
立
な
段
階
か
ら
、
日
本
海
側
で

初
め
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
で
も
、
京
都
府
で
唯
一
の
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
場
と
し

て
、
年
間
約
一
・
五
㌧
を
京
阪
神
や
山
陰
地
方
に
出
荷
。
ま

た
、
四
国
や
石
川
県
な
ど
に
、
種
苗
も
約
四
〇
〇
万
匹
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
豊
嶋
さ
ん
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
に
適
し
た
久
美
浜
湾

で
の
技
術
を
永
年
に
わ
た
っ
て
改
良
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
そ
の

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
に
は
京
都
府
の
農

林
水
産
業
の
貴
重
な
生
産
技
能
と
し
て
「
京

都
府
農
産
漁
村
伝
承
技
能
登
録
者
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
豊
嶋
さ
ん
は
「
は
じ
め
の
十
年
ぐ
ら
い

は
失
敗
ば
か
り
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

毎
年
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
気

温
や
水
温
な
ど
が
毎
日
異
な
る
の
で
永
年

の
「
経
験
」
・
「
勘
」
が
頼
り
で
す
。
久
美

浜
湾
の
穏
や
か
で
美
し
い
水
が
養
殖
に
は

最
適
」
と
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
み
じ
ん
も

感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
で
気
さ
く
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
に
つ
い

て
「
で
き
る
こ
と
な
ら
息
子
が
後
を
継
い

で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
目
を
細
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

豊嶋　聰さん（久美浜町湊宮） 

「
海
」
の
総
合
的
な
活
用
を
調
査
・
研
究

「
海
」
の
総
合
的
な
活
用
を
調
査
・
研
究 

　
「
京
丹
後
市
海
業
振
興
協
議
会
」

「
京
丹
後
市
海
業
振
興
協
議
会
」
発
足
発
足 

「
海
」
の
総
合
的
な
活
用
を
調
査
・
研
究 

　
「
京
丹
後
市
海
業
振
興
協
議
会
」
発
足 

全
国
の
農
業
者
が
集
う

全
国
の
農
業
者
が
集
う 

　
　
　
　
「
全
国
土
地
改
良
大
会
」

「
全
国
土
地
改
良
大
会
」
で 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
京
丹
後
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

京
丹
後
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

全
国
の
農
業
者
が
集
う 

　
　
「
全
国
土
地
改
良
大
会
」
で 

　
　
　
　
　
　
　
京
丹
後
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

　
安
心
で
安
全
な
食
の
提
供
を
図
る
、
大
手

外
食
チ
ェ
ー
ン
「
ワ
タ
ミ
株
式
会
社
」
の
渡

邉
美
樹
代
表
取
締
役
社
長
が
、
十
月
二
日
に

京
丹
後
市
を
訪
れ
、
同
社
の
関
連
会
社
で
国

内
最
大
規
模
の
農
業
生
産
法
人
「
有
限
会
社

ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
」
が
関
西
圏
で
初
め
て
、

昨
年
八
月
に
有
機
農
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た

国
営
農
地
の
弥
栄
町
鴨
谷
団
地
と
網
野
町
島

津
の
二
団
地
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
社
は
、
関
東
を
中
心
に
居
酒
屋
「
和
民
」

を
は
じ
め
と
し
た
外
食
チ
ェ
ー
ン
を
約
五
百

店
舗
経
営
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
安
心
・
安
全

な
有
機
栽
培
」
を
行
う
農
業
生
産
事
業
に
も

本
格
参
入
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
店
や
量
販
店
、

通
信
販
売
な
ど
へ
販
路
を
拡
充
。
京
丹
後
市

に
お
い
て
も
国
営
二
団
地
の
合
計
五
ヘ
ク

タ
ー
ル

で
、

有
機
、
完
全
無
農
薬
栽
培
に
よ
り
、
京
み
ず

菜
や
ト
マ
ト
、
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
な
ど
の

栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
渡
邉
代
表
取
締
役
社
長
は
中
山
市
長
と
も

会
談
。「
健
康
の
基
本
は
『
食
』
で
あ
り
、
私

た
ち
が
め
ざ
す
安
心
・
安
全
な
『
食
』
の
提

供
に
京
丹
後
市
は
最
適
。ぜ
ひ
、
京
丹
後
市
の

食
材
を
全
国
に
発
信
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、

今
後
さ
ら
に
耕
作
面
積
を
拡
大
さ
れ
る
予
定

で
す
。 

ワタミ株式会社　渡邉美樹代表取締役社長　来市 

安心・安全な有機野菜の提供を図る 

11日に、丹後あじわいの郷（弥

栄町鳥取）で行った視察団の歓迎

式典では、久美浜太鼓の勇壮な演

奏が披露されるとともに、中山市

長が京丹後市の魅力をＰＲ 

10日夜に開かれた「交流会」で出さ

れた「丹後米」は、参加者のみなさん

からたいへん好評をいただきました 

丹後米のアピールのため大会式典で用意した 
　　　　　　　　「丹後こしひかりの京風弁当」 

海
　
　
　
業 

農
　
林
　
業 

ワ
タ
ミ
株
式
会
社 

渡
邉
美
樹
代
表
取
締
役
社
長 

　
市
で
は
、
農
業
の
振
興
・
発
展
を
目

的
に
、
十
月
十
日
か
ら
十
二
日
の
三
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
土

地
改
良
大
会
・
京
都
大
会
」
（
全
国
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
・
京
都
府
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
主
催
）
で
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
農
業
関
係
者

に
京
丹
後
市
の
農
業
や
観
光
の
魅
力
を

存
分
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展

や
農
村
の
振
興
な
ど
を
図
る
た
め
、
農

業
・
農
村
の
重
要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
京
都
府
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る
今

大
会
は
、
「
お
こ
し
や
す
　
歴
史
育
む

ふ
る
さ
と
へ
〜
い
に
し
え
の
時
空
（
と

き
）
を
超
え
て
　
今
　
伝
え
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の

農
業
関
係
者
約
四
千
三
百
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
月
十
日
に
国
立
京
都
国
際
会
館
（
京

都
市
左
京
区
）
で
開
か
れ
た
大
会
式
典

で
は
、
農
業
の
重
要
性
を
広
く
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
土
地
改
良
事
業
に
功

績
が
あ
っ
た
か
た
に
農
林
水
産
大
臣
賞

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食

に
は
京
丹
後
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

用
し
た
「
丹
後
こ
し
ひ
か
り
の
京
風

弁
当
」
を
用
意
し
、
丹
後
米
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
会
場
内
に
設

け
た
展
示
・
物
販
ブ
ー
ス
で
は
、
丹

後
米
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
梨
、
地
酒
、

紫
ず
き
ん
な
ど
の
自
慢
の
特
産
品
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
翌
十
一
日
と
十
二
日
に
は
、
大
会

出
席
者
が
七
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
、
府

内
の
農
業
先
進
地
な
ど
を
事
業
視
察
。

京
丹
後
市
を
訪
れ
る
コ
ー
ス
に
は
、
北

海
道
や
青
森
、
岩
手
、
山
形
、
東
京
、

鹿
児
島
な
ど
か
ら
、
一
泊
コ
ー
ス
で
は

最
大
と
な
る
約
三
百
三
十
人
が
参
加
さ

れ
、
国
内
最
大
規
模
の
面
積
を
誇
る
国

営
農
地
開
発
事
業
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
「
丹
後
米
」
と
と
も
に
、

観
光
関
連
施
設
な
ど
を
熱
心
に
視
察
さ

れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
国
営
農
地
で
は
耕
作
者

と
地
権
者
が
異
な
る
非
常
に
め
ず
ら
し

い
状
況
の
中
、

広
大
な
面
積

の
管
理
が
行

き
届
い
て
い

る
」
と
驚
か

れ
る
な
ど
、

京
丹
後
市
の

魅
力
を
存
分

に
感
じ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。 
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友好関係を継続・発展友好関係を継続・発展

　市では、「友好交流と協力関係を結ぶ

意向書」を交わしている、中国安徽省（あ

んきしょう）亳州市（はくしゅうし）と、

産業や観光、科学技術、文化、教育、

スポーツなど幅広い分野で交流をさら

に深め、友好・協力関係を発展してい

くため、10月６日に丹後あじわいの郷

（弥栄町鳥取）で「友好都市提携」の

調印を行いました。 

十
月
六
日
に
は
市
内
を
視
察
さ
れ
、

写
真
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
製
造
過

程
の
説
明
を
受
け
る
方
市
長
（
右
か

ら
三
人
目
） 

　
市
と
し
て
初
め
て
と
な
る
「
友

好
都
市
提
携
」
を
締
結
し
た
中
国

安
徽
省
（
あ
ん
き
し
ょ
う
）
亳
州

市
（
は
く
し
ゅ
う
し
）
は
、
中
国

東
部
に
位
置
し
、
人
口
は
約
五
百

四
十
万
人
、
面
積
は
京
都
府
の
約

一
・
八
倍
の
約
八
千
四
百
平
方
㌔
。

薬
草
の
栽
培
が
盛
ん
で
「
薬
の
都
」

と
し
て
名
高
く
、
毎
年
九
月
に
は

中
国
最
大
級
の
薬
材
市
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。 

　
両
市
の
交
流
は
、
平
成
十
六
年

に
丹
後
町
と
弥
栄
町
の
商
工
会
が
、

丹
後
半
島
に
生
育
す
る
約
三
百
種

の
豊
富
な
薬
草
を
活
か
し
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
亳
州
市
を

訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
民
間

レ
ベ
ル
の
交
流
を
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
四
月
と
十
月
に
は
、
亳
州
市
の

視
察
団
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

十
一
月
に
は
「
京
丹
後
市
・
亳
州

市
友
好
交
流
協
会
準
備
会
」
（
今

度
勝
会
長
）
が
亳
州
市
を
訪
問
す

る
な
ど
互
い
に
交
流
を
深
め
、
十

月
に
来
丹
さ
れ
た
際
に
「
友
好
交

流
と
協
力
関
係
を
結
ぶ
意
向
書
」

を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
夏

に
は
、
市
内
の
中
学
生
十
八
人
が
、

「
青
少
年
中
国
交
流
団
」
と
し
て

亳
州
市
を
訪
問
し
、
学
生
同
士
の

交
流
や
デ
イ
ス
テ
イ
を
体
験
す
る

な
ど
、
友
好
関
係
を
築
い
て
き
ま

し
た
。 

　
十
月
六
日
に
丹
後
あ
じ
わ
い
の

郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
行
っ
た
「
調

印
式
」
に
は
、
亳
州
市
の
方
春
明

（
フ
ァ
ン
・
チ
ュ
ン
ミ
ン
）
市
長

な
ど
訪
問
団
十
人
や
、
中
山
市
長

を
は
じ
め
と
し
た
市
の
幹
部
職
員
、

ま
た
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
と

と
も
に
、
亳
州
市
と
友
好
都
市
提

携
を
結
ぶ
高
知
県
四
万
十
市
の
職

員
な
ど
約
四
十
人
が
出
席
。
中
山

市
長
と
方
市
長
が
、
「
協
定
書
」

に
署
名
を
行
う
と
と
も
に
、
し
っ

か
り
と
握
手
を
交
わ
し
、
さ
ら
な

る
友
好
関
係
の
発
展
を
約
束
し
ま

し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
両
市
の
市
民
の

み
な
さ
ん
が
互
い
に
訪
問
で
き
る

よ
う
な
場
を
設
定
し
、
友
好
関
係

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

方
市
長
は
「
手
を
つ
な
ぎ
、
力
を

合
わ
せ
、
両
市
の
市
民
の
友
情
が

末
永
く
続
く
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
、
友
好
都
市
の
提
携
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。 

　
両
市
で
は
今
後
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
交
流
の
推
進
に
、
交
流
団

の
定
期
的
な
訪
問
や
薬
草
を
活
用

し
た
事
業
の
研
究
、
ま
た
観
光
人

口
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
関
係
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。 

　
「
調
印
式
」
前
日
に
は
、
丹
後
あ

じ
わ
い
の
郷
で
歓
迎
交
流
会
を
行
い
、

今
夏
「
青
少
年
中
国
交
流
団
」
と
し

て
亳
州
市
を
訪
れ
た
伊
達
愛
美
さ
ん

（
大
宮
中
学
校
三
年
生
）
が
お
礼
を

述
べ
ま
し
た 

中国・安徽省亳州市と友好都市提携中国・安徽省亳州市と友好都市提携

　
旧
六
町
単
位
で
設
置
さ
れ
、
ま
ち
づ
く

り
や
教
育
な
ど
に
つ
い
て
提
言
す
る
「
地

域
振
興
協
議
会
」
か
ら
、
地
域
の
振
興
施

策
に
つ
い
て
提
言
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
各
協
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年

十
月
の
設
置
か
ら
二
年
間
に
わ
た
り
、
地

域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、
十
三
回
か

ら
十
五
回
に
わ
た
っ
て
た
い
へ
ん
熱
心
に

協
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
振
興

施
策
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
各
協
議
会
の
提
言
書
に
は
、
産
業
振
興
、

教
育
、
医
療
・
福
祉
、
生
活
環
境
な
ど
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

の
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
提
言
内
容
は
、
九
月
十
九
日
の
大

宮
町
地
域
振
興
協
議
会
を
皮
切
り
に
、
十

月
十
一
日
の
久
美
浜
町
地
域
振
興
協
議
会

ま
で
、
各
協
議
会
の
席
上
で
中
山
市
長
に

説
明
が
行
わ
れ
、
各
委
員
さ
ん
か
ら
は
、

取
り
ま
と
め
の
苦
労
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
の
で
き
る
仕
事

場
づ
く
り
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
市
と
し
て
は
、
今
後
、
各
協
議
会
で
ま

と
め
ら
れ
た
ご
意
見
を
尊
重
し
、
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
施
策
に

反
映
す
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
努
め
て
い

き
ま
す
。 

　
※
各
協
議
会
の
提
言
内
容
は
、
次
号
に

詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。 

■
地
域
振
興
協
議
会
と
は 

　
「
合
併
に
よ
り
住
民
の
意
見
が
行
政
に

届
き
に
く
く
な
る
」
と
の
懸
念
を
解
消
し

よ
う
と
旧
丹
後
六
町
合
併
協
議
会
で
設
置

を
決
定
。 

　
合
併
特
例
法
が
認
め
る
「
地
域
審
議
会
」

は
、
期
間
を
限
定
し
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
協
議
す
る
の
に
対
し
、
本
市
の
地
域

振
興
協
議
会
は
、
無
期
限
で
自
由
に
協
議
、

提
言
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
委
員
は
、
区
長
さ
ん
や
ま
ち
づ
く
り
団

体
の
役
員
の
か
た
な
ど
、
各
協
議
会
十
八

人
ず
つ
の
合
計
百
八
人
で
構
成
さ
れ
、
男

女
同
数
。
任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
地
域
振
興
協
議
会
」

「
地
域
振
興
協
議
会
」 

　
　
　
市
長
に
地
域
振
興
施
策
を
提
言

　
　
　
市
長
に
地
域
振
興
施
策
を
提
言 

「
地
域
振
興
協
議
会
」 

　
　
　
市
長
に
地
域
振
興
施
策
を
提
言 

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 《第２号》 「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 
～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

 

　

「
協
働
」
と
は
、
市
民
と
行
政
が
目
的
を
共
有
し

て
、
対
等
な
立
場
で
お
互
い
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
と
も
に
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　

「
京
丹
後
市
市
民
と
行
政
の
協
働
推
進
指
針
」
で

は
、
こ
の
協
働
の
領
域
を
拡
充
・
創
出
し
て
い
く
た

め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
よ
り
一
層
対
話

を
行
い
、
相
互
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
行
政
が
市

民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
何
を
す
べ
き
か
一
辺
倒
で

な
く
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
と
も
に
考
え

汗
を
流
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
「
豆
知
識
」
② 

〜
協
働
っ
て
な
に
？
〜 

ま
ち
づ
く
り 

友
好
都
市
提
携 

　
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
を
す
す
め
る
会
」
で
は
、
九
月

三
十
日
に
第
五
回
全
体
会
議
を
開
催
し
、

地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
「
市
民
の

み
な
さ
ん
や
行
政
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
基
本
に
考
え
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
」

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
思
い
を

共
有
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
、
「
市
民
の
自
己
責
任
と

行
政
の
役
割
・
領
域
を
考
え
る
こ
と
」、

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
権
利
を
主
張
す

る
前
に
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
こ
と
」、「
市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
い
く
こ
と
」、「
市
民
の
権
利
と
義

務
を
明
確
化
す
る
こ
と
」、「
市
民
と
行

政
が
同
じ
目
線
に
な
る
こ
と
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
す
す
め
る
会
で
は
、
こ
れ
ら

の
意
見
を
基
に
、
条
例
の
項

目
と
し
て
一
般
的
に
規
定
さ

れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
現
状
や
課

題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
条
例

に
盛
り
込
む
べ
き
こ
と
か
ど

う
か
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
○
前
文 

　
○
目
的 

　
○
定
義 

　
○
基
本
理
念
・
基
本
原
則 

　
○
市
民
の
権
利
・
責
務 

　
○
事
業
者
の
権
利
・
責
務 

　
○
情
報
共
有
の
原
則
と
施
策 

　
○
行
政
情
報
を
知
る
権
利 

　
○
個
人
情
報
の
保
護 

　
○
会
議
公
開
の
原
則 

　
○
説
明
責
任 

　
○
意
見
・
要
望
・
苦
情
な
ど
へ
応
答 

　
○
行
政
評
価 

　
○
条
例
の
基
本
理
念
と
し
て
の
参
加
・
協
働 

　
○
自
治
体
（
行
政
）
運
営
と
参
加
・
協
働 

　
○
参
加
の
権
利
・
責
務 

　
○
総
合
計
画
な
ど
の
策
定
に
お
け
る
参
加
・
協
働 

　
○
意
見
の
提
出
お
よ
び
募
集 

　
○
住
民
投
票 

　
○
附
属
機
関
な
ど
へ
の
参
加 

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
義
と
支
援 

　
○
自
治
体
（
行
政
）
の
基
本
的
な
役
割
・
責
務 

　
○
首
長
の
責
務 

　
○
職
員
の
責
務
・
育
成 

　
○
執
行
機
関
の
組
織
・
執
行
体
制 

　
○
総
合
計
画
に
基
づ
く
行
政
運
営 

　
○
行
政
手
続 

　
○
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　
○
財
政
運
営
の
基
本
事
項
　
　
な
ど 

 

各町の地域振興協議会長から

中山市長に提言書が手渡され

ました 

平成18年11月 平成18年11月 広報きょうたんご広報きょうたんご

9 8



安
心
・
安
全 

安
心
・
安
全 

災害時に無料の自販機を設置 
近畿コカ・コーラボトリング（株）と災害時応援協定を締結 

災害時に無料の自販機を設置 
近畿コカ・コーラボトリング（株）と災害時応援協定を締結 

　
七
月
の
大
雨
に
よ
り
発
生
し
た

丹
後
町
間
人
の
土
砂
災
害
以
降
、

不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
避
難
指
示
区
域
の
住

民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
応
急

復
旧
工
事
の
完
了
に
と
も
な
う
住

民
説
明
会
を
九
月
二
十
五
日
、
丹

後
地
域
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。 

　
説
明
会
に
は
四
十
六
人
の
か
た

が
参
加
さ
れ
、
本
復
旧
工
事
の
予

定
や
避
難
区
域
、
避
難
指
示
基
準

な
ど
の
見
直
し
（
緩
和
）、
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
避
難
指
示
を
解
除

す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
今
後
の
避
難
指
示
は
、
斜
面
に

設
置
し
た
地
滑
り
セ
ン
サ
ー
の
作

動
と
と
も
に
、
大
雨
（
時
間
雨
量

四
〇
㍉
以
上
、
ま
た
は
連
続
雨
量

百
㍉
以
上
）
に
よ
り
発
令
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
気
象
情
報
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

本復旧工事の概要や避難指示の解

除などについて説明 

10世帯世帯31人のかたへの避難指示を解除人のかたへの避難指示を解除 ９月９月30日 10世帯世帯31人のかたへの避難指示を解除人のかたへの避難指示を解除 ９月９月30日 

間人地区土砂災害 応急工事完了に伴う住民説明会を開催 間人地区土砂災害 応急工事完了に伴う住民説明会を開催 

もしもの災害に備え、地域の連携を強化 もしもの災害に備え、地域の連携を強化 

三津で自主防災支援体制を確立 三津で自主防災支援体制を確立 

地元消防団員のみなさんの指導のもと、

初期消火の訓練や土のう積みなどを実

施する三津防災会役員のみなさん 

風雨・土砂災害発生による避難勧告発

令を想定し、区民センターに避難する

区民のみなさん 

　
一
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
や
今

年
七
月
の
大
雨
災
害
の
よ
う
な
万

一
の
災
害
の
と
き
、
地
域
の
安
全

は
地
域
で
協
力
し
て
守
ろ
う
と
、

十
月
一
日
、
網
野
町
三
津
区
で
、

自
主
防
災
の
た
め
の
「
三
津
防
災

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
拡
大
し
な

い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
防
災
に

向
け
た
意
識
づ
く
り
が
、
た
い
へ

ん
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
地
域
の
高
齢
化
が
進

み
、
昔
の
村
の
特
徴
で
あ
っ
た
隣

近
所
の
付
き
合
い
も
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
中
、
災
害
に
備
え
た
地

域
の
連
絡
体
制
の
整
備
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
、「
昔
に
戻
ろ
う
」

を
合
い
言
葉
に
、
積
極
的
な
隣
組

活
動
を
展
開
す
る
三
津
区
の
住
民

の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
の
災
害
に

備
え
、
区
民
の
安
全

と
、
被
害
を
最
小
限

に
お
さ
え
る
た
め
の

支
援
組
織
と
し
て
同

会
を
発
足
。
同
会
は

三
津
区
と
老
人
会（
本

田
一
成
会
長
・
百
四

十
三
人
）、婦
人
会（
水

野
美
代
子
会
長
・
五

十
六
人
）
で
役
割
を

分
担
し
、
火
災
予
防

の
啓
発
や
、
独
居
の
高
齢
者
・
要

介
護
者
の
把
握
、
緊
急
時
の
避
難

誘
導
や
救
護
活
動
、
炊
き
出
し
な

ど
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。 

　
発
足
当
日
に
は
、
区
民
す
べ
て

を
対
象
と
し
た
避
難
訓
練
も
実
施

さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
見
守
る

中
、
同
会
役
員
の
み
な
さ
ん
は
、

「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
（
ミ
ツ

ボ
ウ
サ
イ
）」
と
書
か
れ
た
そ
ろ
い

の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、
初
期
消

火
や
土
の
う
積
み
な
ど
、
地
元
消

防
団
員
の
み
な
さ
ん
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
、
訓
練

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
の
末
次

孝
会
長
は
、「
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
も
し
も
の
と
き
に
、
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
一
人
ひ
と
り
が
理

解
し
、
み
ん
な
で
一
致
団
結
し
て
、

地
域
の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
、
み

ん
な
の
自
主
的
な
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
市
に
と
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
は
、

最
大
の
責
務
で
す
。
し
か
し
、
広

域
な
京
丹
後
市
を
カ
バ
ー
す
る
に

は
、
消
防
団
活
動
や
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
の
防
災
に
向
け
た
日
ご

ろ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
で
は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
よ
り

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
高
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
ま
ち
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

弥栄庁舎前に設置した 

　　　「災害対応型自動販売機」 

協力を約束し固い握手を交わす、

近畿コカ・コーラボトリング株

式会社の常務執行役員・網塚市

場開発部長（左）と中山市長 

京都府丹後広域振興局長賞 

　　　　　　田崎　葵さん 

　
市
で
は
、
近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
株
式
会
社
（
大
阪
府
摂
津
市
）
と
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
被
災
者
の
応
急

救
援
が
必
要
な
場
合
に
、
市
内
に
設
置
し

た
「
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
」
内
の
飲

料
を
、
無
償
で
被
災
者
の
か
た
に
提
供
し

て
い
た
だ
く
「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
の

提
供
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。 

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
迅
速
・
的
確
な
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
京
都
府
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協

会
丹
後
支
部
や
京
丹
後
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
内
の
郵
便
局

な
ど
と
「
災
害
応
援
協
定
」
を
結
ぶ
と
と

も
に
、
さ
ら
に
そ
の
拡
充
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
た
に
今
回
の
協
定
締

結
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
災

害
直
後
の
応
急
救
援
と
し
て
、
た
い
へ
ん

有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。
　 

　
今
回
の
応
援
協
定
で
は
、
市
内
の
二
か

所
（
弥
栄
庁
舎
前
駐
車
場
・
丹
後
地
域
公

民
館
）
に
「
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
」

を
各
一
台
設
置
。
同
販
売
機
と
市
役
所
を

パ
ケ
ッ
ト
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災

者
の
み
な
さ
ん
に
無
料
で
販
売
機
内
飲
料

の
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
販

売
機
上
部
に
取
り
付
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ

ー
ド
か
ら
、
平
常
時
に
は
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
地
域
情
報
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
緊

急
時
に
は
、
災
害
情
報
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
十
月
十
八
日
に
、
弥
栄
庁
舎
の
会
議
室

で
行
っ
た
「
調
印
式
」
で
は
、
近
畿
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
常
務
執

行
役
員
・
網
塚
市
場
開
発
部
長
と
中
山
市

長
が
「
協
定
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
防
災
・
減
災
の
対
策
を

確
立
す
る
こ
と
は
市
政
の
柱
で
あ
り
、
今

回
の
協
定
は
当
市
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
心

強
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
ま
た
網

塚
市
場
開
発
部
長
は
「
万
一
の
と
き
、
被

災
者
の
か
た
へ
の
迅
速
・
的
確
な
支
援
の

一
助
と
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
話
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
台
数
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

　
防
災
の
啓
発
を
図
ろ
う
と
、
京

丹
後
建
設
業
協
会
（
上
田
俊
六
会

長
）
が
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
初
め
て
募
集
さ
れ
た
「
防
災
啓

発
ポ
ス
タ
ー
」
の
入
選
作
品
表
彰

式
が
、
十
月
十
九
日
に
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮
町
口
大
野
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
ポ
ス
タ
ー
は
、
一
昨
年
の
台

風
二
十
三
号
の
被
害
を
教
訓
に
、

防
災
に
関
す
る
図
画
を
描
く
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
や
家
庭
で
防
災

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

内
六
町
の
小
学
校
四
年
生
以
上
の

児
童
を
対
象
に
、
巡
回
し
て
募
集
。

今
回
は
、
大
宮
町
内
の
三
小
学
校

を
対
象
に
募
集
し
、
百
四
十
一
点

の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
特
選
七
点

と
入
選
三
点
を
選
び
ま
し
た
。 

　
同
協
会
で
は
、
入
選
以
上
の
作

品
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
万
が

一
の
災
害
に
備
え
て
防
災
備
蓄
品

を
整
備
さ
れ
て
い
る
同
協
会
防
災

倉
庫
（
峰
山
町
杉
谷
）
壁
面
の
掲

示
板
な
ど
に
貼
っ
て
、
広
く
市
民

の
み
な
さ
ん
に
防
災
を
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

京都府丹後広域振興局長賞 

京丹後市長賞 

丹後労働基準監督署長賞 

京都府丹後土木事務所長賞 

京丹後市教育委員会教育長賞 

京丹後市消防長賞 

京丹後建設業協会長賞 

入　　選 

入　　選 

入　　選 

田崎　　葵 

今西沙也加 

吉岡優太郎 

大下都賀砂 

金森　理剛 

平井　萌子 

藤村　勇歩 

吉岡　杏樹 

水口　愛理 

田中　裕登 

大宮第三小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

大宮第一小学校６年生 

入選されたみなさん （敬称略） 

京
丹
後
建
設
業
協
会 

防
災
意
識
の
高
揚
に
﹁
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
﹂
を
作
成

防
災
意
識
の
高
揚
に
﹁
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
﹂
を
作
成

防
災
意
識
の
高
揚
に
﹁
防
災
啓
発
ポ
ス
タ
ー
﹂
を
作
成

平成18年11月 平成18年11月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

ゆっ栗走って事故は梨  
秋の全国交通安全運動 
Ｒ178セーフティ但丹作戦 

ゆっ栗走って事故は梨  
秋の全国交通安全運動 
Ｒ178セーフティ但丹作戦 

「空から見た安心・安全教室」 

「いのち」の大切さを学ぶ 
「空から見た安心・安全教室」 

「いのち」の大切さを学ぶ 

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
「
ナ
シ
」

と
「
栗
」
を
受
け
取
る
ド
ラ
イ
バ
ー 

　
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
い
の

ち
」
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
を
前
に
し
た
、

九
月
十
三
日
に
間
人
小
学
校
（
中
江
香
代
子

校
長
・
百
二
十
八
人
）
で
、
「
空
か
ら
み
た

安
心
・
安
全
教
室
」
を
開
き
、
防
災
・
防
犯
・

交
通
安
全
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
　 

　
同
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ

る
悲
し
い
事
件
や
事
故
、
ま
た
交
通
量
の
増

加
に
と
も
な
う
危
険
箇
所
の
増
加
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
中
、
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
今
一

度
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
京
丹
後
警
察
署
、

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
な
ど
が
開
催
し
ま

し
た
。 

　
間
人
小
学
校
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
開
会
し
た

教
室
に
は
、
間
人
小
学
校
の
児
童
と
と
も
に

竹
野
小
学
校
の
児
童
な
ど
三
十
五
人
も
参
加
。

七
月
の
豪
雨
に
よ
る
間
人
墓
地
公
園
崩
落
に

よ
り
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
お
二
人
に
、
参

加
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
島
本
秀

喬
京
丹
後
警
察
署
長
は
「
七
月
に
は
、
大
雨

に
よ
り
間
人
地
域
で
お
二
人
の
か
た
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
命
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
あ
り
、
自
分
の
命
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

の
人
の
命
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま

し
た
が
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
い
の
ち
」

の
人
文
字
を
参
加
者
全
員
で
描
き
、
互
い
に

大
切
な
「
い
の
ち
」
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を

固
く
心
に
誓
い
ま
し
た
。 

「いのち」の人文字を参加者全員でつくり 

「いのち」の大切さを考えました 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
九
月
二
十
一

日
〜
三
十
日
）
の
初
日
に
あ
た
る
九
月
二
十

一
日
、
京
丹
後
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と

兵
庫
県
豊
岡
市
の
豊
岡
交
通
安
全
協
会
な
ど

が
合
同
で
「
Ｒ
１
７
８
セ
ー
フ
テ
ィ
但
丹
作

戦
」
と
題
し
、
国
道
１
７
８
号
の
河
梨
峠
で

「
交
通
安
全
運
動
ス
タ
ー
ト
式
」
と
街
頭
啓

発
を
行
い
、
事
故
防
止
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。 

　
国
道
１
７
８
号
は
、
京
丹
後
市
と
豊
岡
市

を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
、
交
通
量
が
多
く
、
車

同
士
の
追
突
事
故
や
冬
季
に
は
ス
リ
ッ
プ
事

故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
丹
後
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
や
兵
庫
県
豊
岡
市
の

豊
岡
交
通
安
全
協
会
、
京
丹
後
警
察
署
、
豊

岡
南
警
察
署
、
久
美
浜
町
商
工
会
な
ど
が
府

県
を
越
え
初
め
て
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
「
ス
タ
ー
ト
式
」
に
は
、
両
市
の
関
係
者

約
百
人
が
参
加
。
中
山
京
丹
後
市
長
と
奥
田

豊
岡
市
助
役
が
、
隣
接
す
る
両
市
が
連
携
し

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
島
本
秀
喬
京
丹
後

警
察
署
長
と
森
下
豊
豊
岡
南
警
察
署
長
が
両

府
県
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
交
換

し
、
協
力
を
約
束
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
者
全

員
が
、「
ゆ
っ
く
り（
栗
）

走
っ
て
事
故
は
な
し

（
梨
）
」
の
語
呂
あ

わ
せ
で
、
久
美
浜
町

産
の
ナ
シ
と
兵
庫
県

産
の
栗
と
と
も
に
、

反
射
た
す
き
な
ど
の

入
っ
た
手
提
げ
袋
約

三
百
個
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や

安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

寒
い
北
風
が
吹
き
、
降
雪
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
本
年
度
の
「
除
雪

計
画
」
を
策
定
し
、「
白
魔
」
に
備
え
ま
す
。 

　
昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え
本
年
度
は
、
除
雪

期
間
を
十
二
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
十
五
日

ま
で
と
し
、
積
雪
が
一
〇
㎝
以
上
に
な
る
と
、

状
況
を
判
断
し
早
朝
出
動
に
よ
り
市
道
延
べ

一
千
四
百
六
十
路
線
、
総
延
長
四
八
二
㌔
メ

ー
ト
ル
を
除
雪
。
京
都
府
が
行
う
国
道
・
府

道
の
除
雪
と
連
携
し
て
、
交
通
の
便
を
図
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
除
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
て
、
雪
害
の
防
止
対
策
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

除
雪
を
安
全
に
、
ま
た
迅
速
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

道
路
上
に
は

道
路
上
に
は 

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を 

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 

　
各
個
人
で
排
雪
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
路
上
に
雪
を
ば
ら
ま
く

か
た
を
見
か
け
ま
す
が
、
凍
結
な

ど
に
よ
っ
て
歩
行
者
の
転
倒
、
自

動
車
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
慎
ん
で
く
だ

さ
い
。 

　
必
ず
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
所
有
者
の
か
た
が
、
速
や
か
に

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
庭
木
や
農
作
物
、
塀
な
ど
を
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雪
の
下
に
何
が
あ
る
か
よ
く
わ
か

る
よ
う
に
、
竹
竿
に
赤
い
旗
を
つ

け
る
な
ど
、
目
印
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
除
雪
作
業
で
、
玄
関
前
な
ど
雪

の
取
り
残
し
が
で
き
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
除
雪
車
の
後
に
つ
い
て

歩
く
の
は
、
非
常
に
危
険
で
す
か

ら
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

道
路
上
に
は 

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を 

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 

屋
根
の
雪
を

屋
根
の
雪
を 

　
道
路
上
に

　
道
路
上
に 

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は 

屋
根
の
雪
を 

　
道
路
上
に 

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は 

　
歩
道
や
路
肩
は
、
大
型
除
雪
車

で
の
除
雪
が
困
難
で
す
の
で
、
各

家
庭
で
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を 

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を 

排
雪
の
た
め
に

排
雪
の
た
め
に 

　
溝
ぶ
た
な
ど
を

　
溝
ぶ
た
な
ど
を 

　
　
開
け
た
と
き
は

　
　
開
け
た
と
き
は 

排
雪
の
た
め
に 

　
溝
ぶ
た
な
ど
を 

　
　
開
け
た
と
き
は 

除
雪
車
の
通
行
を

除
雪
車
の
通
行
を 

　
妨
げ
る
も
の

　
妨
げ
る
も
の 

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は 

除
雪
車
の
通
行
を 

　
妨
げ
る
も
の 

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は 

積
雪
が
多
く
な
る
と

積
雪
が
多
く
な
る
と 

　
路
上
以
外
に

　
路
上
以
外
に 

　
雪
を
押
し
出
さ
だ
る
を

　
雪
を
押
し
出
さ
だ
る
を 

得
ま
せ
ん

得
ま
せ
ん 

積
雪
が
多
く
な
る
と 

　
路
上
以
外
に 

　
雪
を
押
し
出
さ
ざ
る
を 

得
ま
せ
ん 

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は 

　
自
動
車
は

　
自
動
車
は 

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い 

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は 

　
自
動
車
は 

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い 

　
し
ぶ
き
が
飛
び
、
歩
行
者
や
付

近
の
民
家
に
た
い
へ
ん
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
。 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
思

い
や
り
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　除雪についてのご要望などは、建設部管
理課（☎69-0510）または市民局地域事業課
へご連絡ください。 

　
除
雪
車
が
車
を
傷
つ
け
た
り
、

脱
輪
横
転
す
る
な
ど
の
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
こ
か
ら
先
の
除
雪
が

で
き
ず
、
み
な
さ
ん
の
ご
迷
惑
に

な
り
ま
す
。 

　
や
む
を
得
ず
置
い
た
と
き
は
、

そ
の
大
き
さ
が
わ
か
る
赤
い
標
識

な
ど
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。 

安全で安心な冬を過ごすために 安全で安心な冬を過ごすために 
積雪10㎝以上で出動 積雪10㎝以上で出動 

除雪にご協力をお願いします 除雪にご協力をお願いします 

安
心
・
安
全 

安
心
・
安
全 

平成18年11月 平成18年11月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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火災・救急・救助

総務課　総務係　62-8119 

　　　　管理係　62-8129 

予防課  　　　　62-5119

代表　 ６２−０１１９

119119

たんごの風　３０号

消
防
の
広
場

消
防
の
広
場

19

救急一口メモや
け
ど
は
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
経
験

し
た
こ
と
の
あ
る
身
近
な
﹃
ケ
ガ
﹄
で
す
。

や
け
ど
は
、
炎
な
ど
高
温
の
も
の
に
触

れ
て
起
こ
る
場
合
と
、
カ
イ
ロ
な
ど
の
低

温
の
も
の
で
も
長
時
間
触
れ
続
け
る
と
や

け
ど
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

や
け
ど
は
Ⅰ
度
、
Ⅱ
度
、
Ⅲ
度
と
症
状

を
分
け
ま
す
。
Ⅰ
度
は
発
赤
︵
赤
み
︶
・
熱

感
・
痛
み
、
Ⅱ
度
は
水
泡
︵
水
ぶ
く
れ
︶
・

痛
み
、
Ⅲ
度
は
壊
死
︵
損
傷
部
位
の
細
胞

が
死
ん
で
し
ま
う
︶・
痛
み
無
し
で
す
。

や
け
ど
を
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
水
道

水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
一
〇
分
以
上

を
目
安
に
患
部
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
冷

や
す
こ
と
で
痛
み
や
炎
症
反
応
を
抑
え
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
ぶ
く
れ
を
破
っ
て
し
ま
う
と
、

痛
み
が
強
く
な
っ
た
り
、
細
菌
が
入
っ
て

し
ま
い
、
治
る
の
に
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
破
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住宅用火災警報器の詳しい設置方法などは
京丹後市消防本部予防課（☎62−5119）または、最寄りの消防署にお問い合わせください。
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください　http://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/kcfd/ index.html

〜
冷
や
す
こ
と
が

　
　
　
　
基
本
で
す
〜

普
段
見
慣
れ
た
場
所
も
、
増
水
な
ど
で
水

に
浸
か
っ
て
し
ま
う
と
景
色
が
一
変
し
て
し

ま
い
と
て
も
危
険
に
な
り
ま
す
。
杖
や
長
い

棒
な
ど
を
利
用
し
足
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
す
る
と
き
長
靴
だ
と
水
が
入
っ

て
し
ま
い
脱
げ
た
り
重
く
な
っ
た
り
し
て
歩

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
紐
で
し
っ

か
り
結
べ
る
運
動
靴
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
け
る
深
さ
は
、
腰
の
辺
り
ま
で
が
限
界

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
腰
ま
で
水
に
浸
か
る

よ
う
な
ら
無
理
せ
ず
高
い
所
で
救
援
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

先
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
台
風
や
豪
雨
は

天
気
予
報
な
ど
で
事
前
に
接
近
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
危
険
な
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、

﹁
危
険
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
﹂
と
い
う

認
識
を
持
ち
、
早
め
早
め
に
避
難
す
る
こ
と

が
命
を
守
る
た
め
の
基
本
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
か
た
や
小
さ
な
お
子
さ

ん
、
体
の
不
自
由
な
か
た
な
ど
は
、
さ
ら
に

早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。
自
分
や
家
族
の

力
で
は
限
界
が
あ
り
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
周
囲
の
人
へ
の

声
か
け
や
、
避
難
の
際
の
介
助
な
ど
隣
近
所

で
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す

が
、
台
風
や
豪
雨
は
天
気
予
報
な
ど
で
事
前

に
災
害
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天

候
の
悪
化
と
と
も
に
普
段
と
の
様
子
の
違
い

や
前
触
れ
︵
前
兆
現
象
︶
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
前
兆
現
象
が
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
状
態
が
み

ら
れ
る
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き

　
た
と
き
。

②
　
家
、
地
面
、
よ
う
壁
、
斜
面
に
ひ
び
割

　
れ
が
で
き
た
と
き
。

③
　
斜
面
や
崖
か
ら
水
が
急
に
噴
出
し
た
と

　
き
。

④
　
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
川
の
水
が
急
に

　
減
り
は
じ
め
た
と
き
。

⑤
　
山
全
体
が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
︵
山

　
鳴
り
︶
が
す
る
と
き
。

⑥
　
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が

　
た
く
さ
ん
流
れ
て
き
た
と
き
。

　
気
象
観
測
が
発
達
し
、
精
度
の
高
い
情

報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
も

大
き
な
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
発
生

す
る
堤
防
の
決
壊
や
崖
崩
れ
、
土
石
流
、

ま
た
地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
ど

ん
な
対
策
を
取
る
の
か
、
自
然
の
猛
威
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
ま
た
そ
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 土砂災害 

熱
傷
熱
傷(

や
け
ど

や
け
ど)
熱
傷(

や
け
ど)

油
断
は
禁
物
で
す

車
で
避
難
し
な
い

い
つ
も
と
違
い
ま
す

助
け
合
う
こ
と
が
大
切

台風がまだ遠くにあるときでも突風が吹くこと

があります。接近してからの準備は危険です。事

前に準備してください。

雨どいの詰まりはないか。

瓦が割れたり、トタンがめくれかけていないか。

塀にヒビが入ったり、崩れかけていないか。

樹木の枝が折れかかり電線に触れていないか。

植木鉢や物干し竿など、飛ばされそうな物は

室内に取り込むかしっかり固定できているか。

アンテナなどしっかり固定できているか。

雨戸を閉め、ない場合は戸や窓の隙間にテー

プを張るなどの補強、修理ができているか。

プロパンガスや室外機はしっかり固定できて

いるか。

周囲にぐらついた看板や標識がないか。

家族で万が一の時の避難場所と避難コースを

決めてあるか。

停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオなどを

用意しているか。

非常持ち出し袋などを用意し、いつでも避難

できるように準備できているか。

断水に備えて、飲料水や生活用水を数日分確

保できているか。

高齢者、乳幼児、障害のあるかたなどをでき

るだけ安全な部屋に移す準備はできているか。

事前に点検してください

救急救命士

藤野　光磯

日本は水害の多い国です。毎年、台風や集中豪雨により各地で
被害が発生しています。
大雨の発生が長期的に増加する傾向にあるのは、地球温暖化が
影響している可能性があり、地球温暖化が今後進行すると、さ
らに大雨の発生数は増加すると予測されています。

日本は水害の多い国です。毎年、台風や集中豪雨により各地で
被害が発生しています。
大雨の発生が長期的に増加する傾向にあるのは、地球温暖化が
影響している可能性があり、地球温暖化が今後進行すると、さ
らに大雨の発生数は増加すると予測されています。

⑦
　
井
戸
水
や
沢
の
水
が
濁
り
は
じ
め
た
と

⑦
　
井
戸
水
や
沢
の
水
が
濁
り
は
じ
め
た
と

き
、
自
分
た
ち
の
地
区
で
ど
こ
が
危
険
箇

き
、
自
分
た
ち
の
地
区
で
ど
こ
が
危
険
箇

所
か
は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
一
番
よ
く
知

所
か
は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
一
番
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
が
、

っ
て
い
ま
す
が
、
﹁
こ
こ
ま
で
水
が
き
た

こ
こ
ま
で
水
が
き
た

こ
と
は
な
い

こ
と
は
な
い
﹂
、
﹁
こ
こ
で
崖
崩
れ
が
起
き

こ
こ
で
崖
崩
れ
が
起
き

た
こ
と
は
な
い
﹂
と
、
油
断
し
て
は
い
け

た
こ
と
は
な
い
﹂
と
、
油
断
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
災
害
は
、
過
去
に
経
験
し
た
規

ま
せ
ん
。
災
害
は
、
過
去
に
経
験
し
た
規

模
で
収
ま
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
常
に

模
で
収
ま
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
常
に

注
意
が
必
要
で
す

注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
も

　
　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
も

お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
情
報
で
す

お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
情
報
で
す
。

⑦
　
井
戸
水
や
沢
の
水
が
濁
り
は
じ
め
た
と

き
、
自
分
た
ち
の
地
区
で
ど
こ
が
危
険
箇

所
か
は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
一
番
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
が
、
﹁
こ
こ
ま
で
水
が
き
た

こ
と
は
な
い
﹂
、
﹁
こ
こ
で
崖
崩
れ
が
起
き

た
こ
と
は
な
い
﹂
と
、
油
断
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
災
害
は
、
過
去
に
経
験
し
た
規

模
で
収
ま
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
常
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
な
ど
も

お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
情
報
で
す
。

車
で
の
避
難
は
、
風
雨
に
体
が
さ
ら
さ
れ

な
い
か
ら
安
全
と
考
え
ま
す
が
、
車
が
川
に

転
落
し
た
り
、
水
没
し
て
脱
出
で
き
ず
に
亡

く
な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ

ヤ
の
半
分
程
度
浸
水
す
る
と
、
ブ
レ
ー
キ
が

利
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ド
ア
上

一
〇
セ
ン
チ
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
ま
で
水
が
く

る
と
、
水
流
が
あ
る
場
所
で
は
車
が
流
さ
れ

て
し
ま
い
危
険
で
す
。
も
し
も
路
面
冠
水
が

は
じ
ま
っ
た
ら
無
理
せ
ず
車
を
高
台
に
移
し

て
水
が
引
く
の
を
待
ち
、
移
せ
な
い
場
合
に

は
車
を
歩
道
側
に
寄
せ
て
駐
車
し
、
車
か
ら

離
れ
て
歩
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。



保

健

福

祉

 

窓
口
サ
ー
ビ
ス 

わ
か
り
や
す
く

わ
か
り
や
す
く 

　
よ
り
専
門
的
で
迅
速
な
対
応
を
め
ざ
し

　
よ
り
専
門
的
で
迅
速
な
対
応
を
め
ざ
し 

市
民
局
窓
口
で

市
民
局
窓
口
で

テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス

テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

を
開
始 

わ
か
り
や
す
く 

　
よ
り
専
門
的
で
迅
速
な
対
応
を
め
ざ
し 

市
民
局
窓
口
で

テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
開
始 

ご利用く
ださい 

窓口延長　電話予約による時間外交付 

□電話予約により　住民票などの証明書を時間外に交付しています 
交付証明書 

電 話 予 約 

電話予約の 

方　　　法 

受 取 時 間 

受 取 場 所 

 

 

受 取 方 法 

 

 

 

手　数　料 

 

予　約　先 

住民票の一部および全部の写し・印鑑登録証明書　※本人または同一世帯のかたに限ります。 

月曜日～金曜日　9：00～17：00（祝日を除きます） 

交付を希望する日に、受け取りたい市民局窓口（下記予約先）へ「必要とする証明書などの

内容」および「受取時間」などを電話で予約してください。 

月曜日～金曜日　17：30～19：00（祝日を除きます） 

各市民局夜間窓口 

○予約された日に限り、受け取ることができます。 

○予約されたかた以外は、受け取ることができません。 

○予約されたかたが来庁いただき、申請書を記入・提出後に交付します。 

○来庁時に、「印鑑」を必ずご持参ください。 

○「印鑑登録証明書」が必要なかたは、「印鑑登録カード」を必ずご持参ください。 

○本人確認をさせていただきますので、運転免許証やパスポートなど官公署発行の写真付き

身分証明書、または保険証などを必ずご持参ください。 

京丹後市事務手数料条例に定める手数料が必要です。 

峰山市民局市民福祉課（☎69-0711）・大宮市民局市民福祉課（☎69-0712） 

網野市民局市民福祉課（☎69-0713）・丹後市民局市民福祉課（☎69-0714） 

弥栄市民局市民福祉課（☎69-0715）・久美浜市民局市民福祉課（☎69-0716） 

開 設 場 所 

開 設 曜 日 

延 長 時 間 

取 扱 業 務 

※上記以外の業務の取り扱いはしていませんので、ご了承ください。 

峰山庁舎窓口（峰山市民局窓口） 

毎週木曜日（祝日は除きます） 

19：00まで 

戸籍謄抄本、除籍謄抄本、戸籍附票、身分証明書、住民票謄抄本、住民票記載事

項証明書、外国人登録原票記載事項証明書、印鑑証明書の発行および印鑑登録 

□窓口業務の一部を　毎週木曜日19：00まで延長しています 

住民票などの交付サービス 

窓口延長　電話予約による時間外交付 
住民票などの交付サービス 

　
市
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
専
門
的
で
迅
速
な
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
、
テ

レ
ビ
電
話
を
使
い
本
庁
の
職
員
が
、

六
市
民
局
の
窓
口
に
こ
ら
れ
た

み
な
さ
ん
に
直
接
対
応
す
る
「
市

役
所
窓
口
テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス
」

を
十
月
二
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。 

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
庁
舎
が
離

れ
て
い
る
こ
と
や
、
職
員
数
が

減
少
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
は
じ
め
た
も
の
で
、

各
市
民
局
窓
口
に
一
台
と
保
健

福
祉
部
に
三
台
の
計
九
台
を
設
置
。

す
べ
て
の
市
民
局
窓
口
か
ら
福

祉
事
務
所
（
生
活
福
祉
課
・
障

害
者
福
祉
課
・
高
齢
者
福
祉
課
・

子
育
て
支
援
課
・
健
康
推
進
課
）

へ
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
テ
レ
ビ

電
話
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
既
存
の
パ

ソ
コ
ン
上
部
に
取
り
付
け
た
小

型
カ
メ
ラ
と
受
話
器
に
よ
り
、

画
面
を
通
し
て
福
祉
関
係
の
本

庁
職
員
が
対
面
で
対
応
。
市
民

局
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た
か
た
が

提
出
さ
れ
る
書
類
に
、
提
出
先

の
本
庁
職
員
が
画
面
を
通
し
て

記
載
も
れ
な
ど
の
確
認
や
記
載

方
法
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
局
の
担
当
者
が
不
在
の
場

合
に
本
庁
担
当
職
員
が
か
わ
っ

て
対
応
す
る
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
迅
速
な
対
応
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

　
市
で
は
今
後
、
利
用
率
や
利

用
形
態
な
ど
か
ら
、
設
置
場
所

や
台
数
の
拡
大
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。 

住民のみなさんへのサービス向上をめざす 住民のみなさんへのサービス向上をめざす 
市
民
局
窓
口
業
務
の
充
実
を
図
る 

　
　
　
　
テ
レ
ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス 

赤
い
羽
根
共
同
募
金

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

　市において「共同募金」活動は、合併

前と同様に各市民局の主体性のもと、そ

れぞれ独自に行ってきました。しかし、「共

同募金」が、本年60年という節目の年を

迎えたことを契機として、できるだけ多

くのボランティアのみなさんにご協力い

ただきながら、市が一体となった取り組

みを進めていこうと、運動初日にあたる

10月１日、市役所前で関係者が一堂に集

い「運動開始式」を初めて開催しました。 

蓬莱の郷・京丹後
京都府内の男性最高齢　109歳 

　　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 

京都府内の男性最高齢　109歳 

　　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 

ほうらい

蓬莱の郷・京丹後
ほうらい

協力を呼びかけられるボラ

ンティアのみなさん 

　
市
内
に
お
い
て
、
四
月
一
日
現
在
、
六

十
五
歳
以
上
の
か
た
は
一
万
七
千
七
百
二

十
二
人
で
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
二
七
・

四
パ
ー

セ
ン
ト

、
四
人
に
一
人
以
上
の
か
た
が
六
十

五
歳
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
九
月
十
四
日
現
在
で
百
歳
以
上

の
か
た
は
、
昨
年
の
三
十
七
人
か
ら
大
い

に
増
え
四
十
七
人
。
こ
れ
は
、
人
口
十
万

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
七
十
四
・
九
人

と
な
り
、
全
国
平
均
の
二
十
人
の
実
に
三
・

七
倍
と
極
め
て
高
く
、
単
に
高
齢
化
率
が

高
い
と
い
う
訳
で
な
く
、
こ
の
美
し
い
京

丹
後
の
自
然
や
風
土
、
ま
た
丹
後
米
を
は

じ
め
と
す
る
海
・
山
・
野
の
新
鮮
な
食
べ

物
な
ど
が
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
・
京
丹
後
」

を
育
み
、「
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
郷
」（
※
）

と
も
言
え
る
ほ
ど
、
誇
り
高
く
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。 

　
市
と
し
ま
し
て
は
今
後
と
も
、
市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
一
層
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
も
っ
て
ご
活

躍
い
た
だ
け
る
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

※
「
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
郷
」 

　
中
国
で
仙
人
が
住
み
、
不
老
不
死
の
地

と
信
じ
ら
れ
た
想
像
上
の
仙
境 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
願
う

「
共
同
募
金
運
動
開
始
式
」 

「
赤
い
羽
根
」
の
由
来

「
赤
い
羽
根
」
の
由
来 

「
赤
い
羽
根
」
の
由
来 

私
た
ち
の
「
募
金
」
は

私
た
ち
の
「
募
金
」
は 

　
私
た
ち
の
「
福
祉
」
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　
私
た
ち
の
「
福
祉
」
に
役
立
て
ら
れ
ま
す 

私
た
ち
の
「
募
金
」
は 

　
私
た
ち
の
「
福
祉
」
に
役
立
て
ら
れ
ま
す 

　
京
都
府
内
の
男
性
で
最
高
齢
の
木
村
次
郎
右
衛
門
さ

ん
（
百
九
歳
・
丹
後
町
中
野
）
の
ご
長
寿
を
祝
い
、
中

山
市
長
と
奥
田
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
、
蒲
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
が
十
月
四
日
に
、
木
村
さ
ん
宅

を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
木
村
さ
ん
は
、
京
丹
後
市
内
で
最
高
齢
で
あ
る
と
と

も
に
男
女
あ
わ
せ
て
も
府
内
で
三
番
目
。 

　
中
山
市
長
が
「
元
気
の
秘
訣
は
」
と
尋
ね
る
と
、
木

村
さ
ん
は
「
く
よ

く
よ
せ
ず
、
忘
れ

る
こ
と
が
第
一
で
、

感
謝
す
る
気
持
ち

を
い
つ
も
持
っ
て

い
る
こ
と
で
す
」

と
張
り
の
あ
る
元

気
な
声
で
答
え
ら

れ
ま
し
た
。 

木
村
次
郎
右
衛
門
さ
ん 

　
現
在
の
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
福

祉
に
関
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と

と
も
に
、
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
人
間
性
豊
か
な
福
祉
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
的
な
施
策
と

あ
い
ま
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
身
近
な
社
会
連
帯
に
支
え
ら
れ
た
、
活

力
あ
る
福
祉
活
動
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
共
同
募
金
」
は
、
募
金
活
動
を
通
じ
て

地
域
住
民
の
助
け
あ
い
の
精
神
を
普
及
す
る

た
め
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。 

　
運
動
は
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
三
か
月
間
に
わ
た
っ
て
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
、
十
二
月
の
「
歳
末
助
け
あ

い
募
金
」
も
こ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。 

  

　
「
共
同
募
金
」
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
「
赤
い
羽
根
」
は
、

一
九
四
八
年
ご
ろ
の
ア
メ
リ

カ
で
、
水
鳥
の
羽
根
を
赤
く

染
め
「
共
同
募
金
」
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

も
の
を
ヒ
ン
ト
に
、
日
本
で

は
第
二
回
（
昭
和
二
十
三
年
）

の
運
動
か
ら
、
に
わ
と
り
の

羽
根
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
「
赤
い

羽
根
募
金
」
は
「
共
同
募
金
」
の
愛
称
で
す
） 

   

　
「
共
同
募
金
」
は
、
各
都
道
府
県
の
「
共

同
募
金
会
」
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
、
集

ま
っ
た
寄
付
金
は
、
各
都
道
府
県
内
で
使
い

道
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
で

活
き
る
「
募
金
」
と
な
り
ま
す
。 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 〜
口
腔
外
科
疾
患
に
つ
い
て
〜

〜
口
腔
外
科
疾
患
に
つ
い
て
〜 

〜
口
腔
外
科
疾
患
に
つ
い
て
〜 

る
病
気
、
味
覚
異
常
も
診
察
し
ま
す
。

一
般
に
亜
鉛
と
い
う
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
が

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
知
覚

神
経
の
病
気
で
す
か
ら
早
期
の
治
療
が

必
要
で
す
。
先
日
、
大
相
撲
の
双
子
山

親
方
が
、
不
幸
に
も
口
腔
が
ん
で
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
舌
や
歯
肉
な

ど
に
も
悪
い
腫
瘍
は
で
き
ま
す
。
早
期

発
見
、
治
療
で
治
癒
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
、
特
に
五
十
歳
以
上
の
飲
酒
、
喫

煙
を
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
当
科
で
ぜ

ひ
口
腔
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
の
有
病
者
の
か
た
の
抜
歯

や
外
傷
、
歯
周
病
で
早
期
に
歯
を
失
っ

た
後
に
用
い
る
人
工
歯
根
（
デ
ン
タ
ル

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）
の
加
療
、
受
け
口
や

顔
面
の
変
形
に
対
す
る
顎
矯
正
手
術
、

さ
ら
に
当
院
全
体
で
力
を
入
れ
て
い
る

摂
食
嚥
下
（
え
ん
げ
）
障
害
の
高
齢
の

か
た
の
た
め
に
、
最
後
ま
で
口
か
ら
食

事
を
食
べ
て
も
ら
う
取
り
組
み
、
肺
炎

予
防
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
に
特
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
お
話

し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
口
腔
外

科
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
口
か
ら
は

じ
ま
る
健
康
づ
く
り
に
、
地
域
密
着
型

で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

久美浜病院歯科口腔外科部長 

　　　　　　　堀　信介　医師 

京都大学医学部非常勤講師 

日本口腔外科学会認定口腔外科専門医 

日歯認定産業医 

歯科医師臨床研修指導医 

薬剤師 

  

専門分野：口腔粘膜疾患、顎関節症、口腔腫瘍 

親
知
ら
ず
（
智
歯
）
の

親
知
ら
ず
（
智
歯
）
の 

　
　
　
　
　
　
抜
歯
手
術

　
　
　
　
　
　
抜
歯
手
術 

親
知
ら
ず
（
智
歯
）
の 

　
　
　
　
　
　
抜
歯
手
術 

顎
関
節
の
病
気

顎
関
節
の
病
気 

顎
関
節
の
病
気 

口
腔
粘
膜
や
舌
の
病
気

口
腔
粘
膜
や
舌
の
病
気 

口
腔
粘
膜
や
舌
の
病
気 

   
　
口
腔
外
科
と
言
っ
て
も
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
あ
ま
り
な
じ
み

が
無
く
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
病
気

を
扱
う
診
療
科
な
の
か
、
あ
る
い

は
ど
ん
な
と
き
に
受
診
し
た
ら
よ

い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
か
た
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
当
科
で
扱
う
主
な
疾
患
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

    

　
一
般
に
親
知
ら
ず
は
、
一
番
奥

に
生
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
あ
ま

り
硬
い
も
の
を
食
べ
な
い
と
い
う

生
活
習
慣
も
あ
り
、
日
本
人
の
顎

（
あ
ご
）
は
小
さ
く
な
り
、
親
知

ら
ず
の
生
え
る
場
所
が
狭
い
た
め

に
、
顎
の
骨
の
中
に
横
向
き
に
埋

ま
っ
た
り
、
斜
め
に
生
え
て
歯
の

一
部
分
だ
け
見
え
て
い
る
例
も
多

く
、
歯
磨
き
が
行
き
届
か
ず
不
潔

に
な
り
や
す
い
の
で
炎
症
を
繰
り

返
し
、
痛
み
や
腫
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

　
親
知
ら
ず
は
、
歯
列
不
正
や
口

臭
の
原
因
と
な
り
、
放
置
し
て
お

く
と
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
早
期

に
抜
歯
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
抜
歯
の
方
法
は
、
局
所
麻
酔

と
全
身
麻
酔
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
、
無
痛
で
治
療
期
間
を
短
縮
す

る
た
め
に
、
週
末
短
期
入
院
下
全

身
麻
酔
を
選
択
す
る
患
者
さ
ん
も

増
え
て
お
り
、
当
科
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
安
全
で
、
痛
く
な
い

抜
歯
手
術
を
心
が
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
専
門
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

  

　
み
な
さ
ん
は
、
あ
く
び
を
し
た

と
き
や
食
物
を
か
ん
だ
と
き
、
顎

の
関
節
に
痛
み
が
出
現
し
た
り
、

音
が
鳴
っ
た
り
、
あ
る
い
は
口
が

開
き
に
く
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
現
し
た

ら
、
顎
関
節
症
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
近
年
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
先
進
国
の
若
い
女
性
に
多

い
現
代
病
で
、
原
因
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
か
み
合
わ
せ
の
不

調
和
、
歯
軋
（
ぎ
し
）
り
、
あ
る

い
は
ス
ト
レ
ス
な
ど
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
層
の
低

年
齢
化
が
指
摘
さ
れ
、
学
校
歯
科

検
診
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
、
肩
こ

り
、
頭
痛
、
耳
痛
な
ど
、
全
身
に

症
状
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
要
注
意

で
す
。
治
療
方
法
は
、
顎
を
安
静

に
す
る
た
め
に
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を

装
着
し
た
り
、
咀
嚼
筋
（
そ
し
ゃ

く
き
ん
）
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
保
存
的
治
療
に

よ
り
約
七
割
の
か
た
は
治
癒
（
ち

ゆ
）
し
ま
す
が
、
痛
み
や
開
口
障

害
の
悪
化
し
た
場
合
、
顎
関
節
腔

注
射
や
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
な
ど

も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
長
期
の
咀
嚼
（
食
物

を
か
む
こ
と
）
に
よ
り
、
顎
が
頻

繁
に
外
れ
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
習
慣
性
顎
関
節
脱
臼
と

い
う
病
気
で
、
高
齢
者
の
か
た
に

多
く
、
繰
り
返
す
う
ち
に
徒
手
（
と

し
ゅ
・
素
手
）
で
は
な
か
な
か
顎

が
元
に
戻
ら
な
く
な
り
、
苦
痛
を

伴
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

手
術
療
法
が
有
効
で
好
成
績
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
以
外

に
も
、
自
分
の
血
液
を
顎
関
節
に

注
入
す
る
方
法
が
有
効
と
さ
れ
て

お
り
、
手
術
が
不
能
な
高
齢
の
か

た
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
最
近
外
来
で
、
舌
や
口
唇
な
ど

が
、
ひ
り
ひ
り
、
ぴ
り
ぴ
り
と
や

け
ど
し
た
後
の
痛
み
や
、
灼
熱
感

を
訴
え
る
中
高
年
以
上
の
女
性
の

患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
病
気
は
舌
痛
症
（
ぜ
っ
つ
う
し

ょ
う
【
口
腔
灼
熱
感
（
こ
う
く
う

し
ゃ
く
ね
つ
か
ん
）
症
候
群
】）
と

言
い
ま
す
。
し
ば
し
ば
病
期
が
長

期
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
早
め
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

口
が
渇
い
て
、
唾
液
が
出
な
い
病

気
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
（
口
腔
乾
燥
症
）
と
言
い
、

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
糖
尿
病
や

膠
原
（
こ
う
げ
ん
）
病
の
初
発
症

状
、
薬
剤
の
副
作
用
、
ま
た
加
齢

に
伴
う
唾
液
腺
萎
縮
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
的
確
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
過
剰
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
に
よ
り
味
が
わ
か
ら
な
く
な

　21世紀の本格的な高齢化社会をだれもが健やかで

心豊かに生活できる活力ある社会とするために、「健

康増進法」が制定され、全国の自治体においては健

康づくりのための「地方計画」をつくることとなり

ました。 

　京丹後市においても、住民のみなさん一人ひとり

が幸せな人生を実感できる健康づくりを実現してい

ただくために、各種健康づくり事業の充実や環境整

備などを盛り込んだ「健康増進計画」を策定するこ

ととしており、その一環として、昨年12月に健康に

関するアンケート調査を実施しました。 

　今回は「ストレス」についての設問の中から概要

をご紹介します。 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　② 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　③ 

■対象者および抽出方法 

　　市内に在住の成人男女　3,000人（無作為抽出） 

■調査期間　平成17年12月１日～12月15日 

■調査方法　郵送による配布・回収 

■回収結果　1,738人／3,000人 

■回 収 率　57.9％ 

　現在、「ストレス（不満、悩み、苦労）がありますか」という問いに、「ある」が61.7％と、「ない」の

33.0％より高くなっています。 

Ｑ　あなたは現在、ストレス（不満、悩み、苦労）がありますか 

　この問いを男性の年代別でみると、「ある」

という回答は30歳代、40歳代でそれぞれ

74.3％、72.0％と高くなっています。一方、

「ない」という回答は60歳代で47.3％と高く

なっています。 

　また、女性の年代別でみると、「ある」と

いう回答は年代があがるにつれて低くなり

ますが、20歳代、30歳代、40歳代でそれぞ

れ７割以上と高くなっています。一方、「ない」

という回答は70歳以上で44.9％と高くなっ

ています。 

　職業別でみると、「ある」という回答はど

の職業においても４割以上となっており、

特に会社員、公務員、パート・アルバイト

でそれぞれ69.0％、78.8％、68.3％となっ

ています。 
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Ｑ　ストレスがあると答えたかたにお尋ねします。 
 　どのようなストレスを感じますか（複数回答） 

　ストレスを感じたかたの割合をみると、全国の実績値（平成15年国民健康・栄養調査）の62.2％に対し、

京丹後市では61.7％とほぼ同水準となっています。ストレスの有無を性別および年代別にみると、男性、女

性ともに20歳代、30歳代、40歳代、50歳代で６割を超えています。これらの各年代におけるストレスの要

因は、「仕事について」が最も高く、また、60歳代、70歳以上では「自分や家族の健康・病気について」と、

年代によりストレスの要因が異なっています。 

仕事について 

 人間関係について 

 生きがい・将来について 

 自分や家族の健康・病気について 

 家事・育児について 

 収入や家計のやりくりなどについて 

 その他 

 不明･無回答 

　「どのようなストレスを感じますか」という問いに、「仕事について」が45.2％と最も高く、次いで「自

分や家族の健康・病気について」が41.0％、「収入や家計のやりくりなどについて」が40.4％となっていま

す。 

　この問いを男性の年代別でみますと、「仕事

について」という回答は20歳代から50歳代の

年代においてそれぞれ５割以上と高くなってい

ます。また、「自分や家族の健康・病気について」

という回答は60歳代、70歳以上でそれぞれ

49.4％、51.9％と高くなっています。 

　女性の年代別では、「仕事について」という

回答は20歳代から50歳代の年代においてそれ

ぞれ４割以上と高くなっており、「自分や家族

の健康・病気について」という回答は50歳代か

ら70歳以上の年代においてそれぞれ４割以上と

高くなっています。 

※このアンケート調査のすべての設問については、京丹後市のホームページの「健

康ステーション」に「京丹後市健康増進計画アンケート調査の結果概要」として掲

載していますので、ご覧ください。 

キラリキラリ アルミ缶・ダンボールを回収し 

　　　　　　　　車椅子を寄贈 

「みなさんの温かさに触

れ、うれしい気分になり

ます」と笑顔で話してい

ただいた　西谷安柄さん 

　
峰
山
町
千
歳
の
西
谷
安
柄
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
個
人
の
お

宅
や
事
業
所
を
一
軒
ず
つ
自
転
車
で
ま
わ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
で

あ
る
ア
ル
ミ
缶
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収
さ
れ
、
そ
れ
を
専
門
業
者
に

引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
代
金
を
貯
め
て
、
車
椅
子
を
施
設
な
ど
に
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
西
谷
さ
ん
は
、
理
髪
店
を
営
ん
で
お
ら
れ
、
以
前
か
ら
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
訪
問
散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
知
人
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
、
平
成
二
年
か
ら
ア
ル

ミ
缶
な
ど
の
回
収
を
は
じ
め
ら
れ
、
ど
ん
な
天
候
で
あ
ろ
う
と
ほ
ぼ

毎
日
続
け
て
こ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
丹
後
中
央
病
院
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
九
台
の
車
椅
子
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
西
谷
さ
ん
は
「
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の

か
た
な
ど
か
ら
『
西
谷
さ
ん
に
会
う
の
が
楽
し
み
』

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
若
い
か
た
か
ら
も

『
ご
苦
労
さ
ま
』、『
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
』
と
言

っ
て
い
た
だ
き
、
『
あ
り
が
た
さ
』
を
実
感
し
て
い

ま
す
」
と
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
温
か
さ
に
感
謝
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
「
四
度
も
手
術
を
受
け
る

闘
病
生
活
を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、
動
く
こ
と
を

止
め
る
と
自
分
が
だ
め
に
な
る
と
思
い
、
元
気
な
間

は
続
け
て
い
き
た
い
。
み
な
さ
ん
に
お
会
い
し
、
お

話
し
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔

で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

西谷　安柄さん（峰山町千歳）

秋の丹後路を快走 秋の丹後路を快走 あみの八丁浜ロードレース大会 あみの八丁浜ロードレース大会 

グラウンドいっぱいに笑顔　グラウンドいっぱいに笑顔　なでしこTANGOサッカースクール 開講 グラウンドいっぱいに笑顔　なでしこTANGOサッカースクール 開講 
　
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
を
め
ざ
し
、
宮
津
市
以
北
の
二
市

二
町
の
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
女
の
子
を

対
象
と
し
た
「
な
で
し
こ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク

ー
ル
」
が
、
こ
の
た
び
開
講
し
ま
し
た
。 

　
同
ス
ク
ー
ル
は
、
京
都
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

連
盟
丹
後
支
部
（
辻
村
覚
支
部
長
）
が
主
催
。
丹
後
地

方
に
は
、
女
の
子
だ
け
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室

が
少
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
の
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
男
の
子
と
と
も
に
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
丹
後
地
方
で
初
め
て
と
な
る
女
子
チ

ー
ム
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
九
月
三
十
日
に
弥
栄
総
合
運
動
公
園
（
弥
栄
町
鳥
取
）

で
開
か
れ
た
開
講
式
に
は
、
各
市
町
の
少
年
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
選
手
や
、
今
回
新
た
に
サ
ッ

カ
ー
を
は
じ
め
る
小
学
生
約
二
十
人
が
参
加
。
自
己
紹

介
の
後
、
し
っ
ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ル
を
バ
ト
ン
が

わ
り
に
し
た
リ
レ
ー
な
ど
、
ま
ず
は
仲
良
く
楽
し
む
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
初
め
て
会
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
に
う
ち
解
け
、
笑
顔
一
杯
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

　
コ
ー
チ
の
一
人
、
服
部
智
昭
さ
ん
（
峰
山
町
新
町
）

は
「
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
し
て
人
を
思
い
や
る
、
人
の
気
持
ち
の
わ
か
る
子

ど
も
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
中
か
ら
未
来
の
『
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
』
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
同
ス
ク
ー
ル
は
、
宮
津
市
以
北
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
未

定
）
で
、
毎
月
一
回
練
習
会
を
開
か
れ
て
い
ま
す
。
サ

ッ
カ
ー
の
経
験
は
問
わ
ず
、
い
つ
か
ら
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お
気
軽
に
服
部
智

昭
さ
ん
（
☎
六
二
ー
二
七
六
五
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

すぐに仲良くなり、笑顔いっぱ

いに楽しんでいました 

　
す
が
す
が
し
い
秋
風
吹
く
十
月
十
五
日
、
恒
例

の
「
あ
み
の
八
丁
浜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
網
野
北
小
学
校
（
網
野

町
浅
茂
川
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て

開
か
れ
、
秋
の
丹
後
路
で
自
慢
の
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。 

　
同
大
会
は
、
網
野
町
の
浅
茂
川
出
身
で
、
第
一

回
ア
ジ
ア
大
会
（
昭
和
二
十
六
年
）
の
一
万
メ
ー
ト
ル

競

技
で
優
勝
さ
れ
た
田
茂
井
宗
一
さ
ん
と
、
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
平
成
八
年
）
の
五
千
メ
ー
ト
ル

競

技
で
当
時
の
日
本
新
記
録
で
四
位
に
入
賞
さ
れ
た

志
水
見
千
子
さ
ん
の
偉
大
な
功
績
を
讃
え
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
三
㌔
メ
ー
ト
ル
・
五
㌔
メ
ー
ト

ル
・
一
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
各

コ
ー
ス
で
性
別
、
年
齢
別
に
わ
か
れ
た
二
十
五
部

門
に
、
市
内
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
や
京
阪
神
な
ど

か
ら
五
百
十
四
人
が
参
加
。 

　
今
大
会
に
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
田
茂

井
宗
一
さ
ん
が
一
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
の
部
に
参
加
さ

れ
る
な
ど
、

絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
選
手

た
ち
は
す
が

す
が
し
い
浜

風
を
受
け
な

が
ら
力
走
し
、

沿
道
か
ら
は

大
き
な
声
援

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

 

　
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
お
も

し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
「
巡
回
サ
ッ
カ
ー
教
室
」（
財

団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）
が
、
十
月
十
三

日
に
、
島
津
保
育
所
（
野
木
知
春
所
長
）
で
開
か
れ
、

五
歳
児
二
十
二
人
が
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
同
教
室
に
は
、
コ
ー
チ
役
と
し
て
網
野
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
六
人
が
参
加
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
の
鬼
ご
っ
こ
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ー

ル
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ

ー
ム
を
行
う
な
ど
、
コ
ー
チ
か
ら
の
「
う
ま
い
」、「
そ

の
調
子
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
に
自
信
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
し
と
夢
中
で
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。 

サッカーの普及をめざし

保育所でサッカー教室

サッカーの普及をめざし

保育所でサッカー教室
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秋
の
二
倍
以
上
と
な
り
、
こ
こ
十

年
間
で
最
高
水
準
に
達
し
て
い
ま

す
。 

　
国
産
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ

い
て
も
原
料
と
な
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
糖
分
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

デ
ン
プ
ン
、
建
築
廃
材
な
ど
木
材

の
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
、
い
ず
れ
の

原
料
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
優
位

な
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
目
途
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
エ
タ
ノ
ー
ル
の
卸
売
価
格
が
低

く
抑
え
ら
れ
、
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン

よ
り
も
少
し
で
も
安
い
小
売
価
格

に
な
ら
な
い
限
り
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
の
普
及
拡
大
は
困
難
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
円
滑
に
普
及
拡
大

を
図
る
に
は
エ
タ
ノ
ー
ル
混
合
ガ

ソ
リ
ン
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
通
常
の
ガ

ソ
リ
ン
と
同
等
以
上
の
経
済
性
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　 

 

　
こ
の
よ
う
に
検
討
を
す
る
中
で
、

ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上

の
観
点
か
ら
、
国
産
の
バ
イ
オ
マ

ス
由
来
燃
料
の
導
入
を
基
本
と
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
国
産
の
バ
イ
オ
燃

料
の
供
給
量
は
少
な
く
、
価
格
も

高
い
が
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
、
供
給
量
の
拡
大
と
価
格
の
低

減
の
た
め
の
技
術
開
発
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
次
に
、
で
き
る
だ
け
食
糧
と
燃

料
と
の
競
合
が
少
な
い
原
料
を
利

用
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
の
砂
糖
生

産
の
副
産
物
で
あ
る
糖
蜜
、
規
格

外
の
小
麦
や
廃
木
材
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
バ
イ
オ
燃
料
と
食
糧
と

の
競
合
に
よ
る
食
糧
不
足
の
深
刻

化
、
資
源
作
物
増
産
に
よ
る
水
不

足
や
環
境
破
壊
に
つ
い
て
も
考
慮

が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
海
外

か
ら
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
輸
入

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
食
糧
自
給

率
の
低
い
我
が
国
が
、
輸
入
を
前

提
に
大
量
の
バ
イ
オ
燃
料
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
み
な
ら

ず
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

環
境
問
題
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
バ
イ
オ

燃
料
を
輸
入
す
る
場
合
は
、
国
際

的
な
バ
イ
オ
燃
料
の
需
給
動
向
、

食
糧
需
給
動
向
、
輸
出
国
の
環
境

へ
の
影
響
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し

つ
つ
、
計
画
的
に
導
入
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
私
が
携
わ
っ
て
い
る
業
務
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
ご
く
一
部
に

過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
バ
イ
オ
燃
料
の

取
り
組
み
一
つ
に
し
て
も
、
経
済

情
勢
、
産
業
構
造
、
国
際
動
向
、

大
気
環
境
や
地
球
環
境
、
さ
ら
に

は
農
業
ま
で
も
総
合
的
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
雑
な
も
の

で
す
。 

　
与
え
ら
れ
た
研
修
期
間
に
お
い

て
、
施
策
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
各
位
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
深
め
る
と
と
も
に
、
か

く
も
難
解
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

負
荷
に
耐
え
う
る
だ
け
の
知
的
体

力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼

を
担
え
る
人
材
に
な
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。 

   

　 　
昨
年
十
月
に
職
員
研
修
と
し
て

国
の
機
関
に
派
遣
さ
れ
、
早
や
一

年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、

マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
る
と
あ
っ
と
い

う
間
に
折
り
返
し
地
点
に
到
達
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
覚
で
、
現

在
は
残
り
の
復
路
を
精
一
杯
走
り

き
る
つ
も
り
で
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

　
私
の
派
遣
先
は
、「
内
閣
官
房
構

造
改
革
特
区
推
進
室
・
地
域
再
生

推
進
室
」
と
い
う
部
署
で
、
約
七

十
人
の
職
員
中
、
国
の
各
省
庁
か

ら
の
出
向
者
が
約
五
十
人
、
私
の

よ
う
な
市
町
村
や
都
道
府
県
か
ら

の
派
遣
職
員
が
約
十
五
人
、
民
間

企
業
か
ら
の
派
遣
職
員
が
約
五
人

と
、
約
三
割
を
国
以
外
の
職
員
が

占
め
て
い
る
点
で
、
ほ
か
の
部
署

と
は
職
場
の
環
境
や
雰
囲
気
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
部
署
の
主
な
仕
事
は
、
①

「
特
区
・
地
域
再
生
の
提
案
募
集
」

と
②
「
特
区
・
地
域
再
生
計
画
の

認
定
」
に
係
る
業
務
で
す
。 

　
①
特
区
の
提
案
を
例
に
と
る
と
、

地
方
公
共
団
体
の
事
業
や
民
間
事

業
者
の
経
済
活
動
を
妨
げ
て
い
る

な
ど
、
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
た

国
の
規
制
が
存
在
す
る
場
合
に
、

そ
の
規
制
の
緩
和
な
ど
を
特
区
推

進
室
に
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
提
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
や
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
に
限
ら
ず
個
人
の
か
た

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
案

を
受
け
た
特
区
推
進
室
は
、
規
制

所
管
省
庁
と
「
要
望
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
」
に
つ
い
て
協
議
し
、

提
案
者
が
希
望
す
る
事
業
活
動
な

ど
が
行
え
る
よ
う
に
規
制
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
提
案
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
特

区
計
画
の
認
定
申
請
に
際
し
て
利

用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が
整
理
さ
れ

ま
す
。 

　
②
前
記
①
の
提
案
に
基
づ
き
地

方
公
共
団
体
は
、
認
め
ら
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
（
特
区
の
場
合
は
規
制
の

特
例
措
置
、
地
域
再
生
の
場
合
は

支
援
措
置
）
を
活
用
し
た
計
画
を

作
成
し
、
特
区
推
進
室
へ
認
定
申

請
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
認
定

申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
特
区
推
進

室
が
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
審
査
し
、
規
制
所
管

省
庁
の
同
意
を
得
た
上
で
、
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
が
認
定
を
受
け
た
も

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
輸
送
に
お
い
て
、
セ
ダ
ン

型
な
ど
の
一
般
車
両
の
使
用
を

認
め
る
特
例
を
活
用
し
た
「
京

丹
後
市
福
祉
有
償
運
送
特
区
」 

○
地
域
再
生
の
た
め
の
汚
水
処
理

施
設
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た

「
京
丹
後
市
『
豊
か
な
自
然
環

境
の
ま
ち
』
再
生
計
画
」 

○
地
域
再
生
計
画
の
認
定
に
基
づ

く
支
援
措
置
「
地
域
提
案
型
雇

用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
）」
を
活
用
し
た
「
人
材

育
成
及
び
新
規
事
業
開
拓
研
修

を
通
じ
た
地
域
産
業
の
再
生
と

雇
用
機
会
の
創
出
（
京
丹
後
市

京
丹
後
市
の
未
来
を
担
う

京
丹
後
市
の
未
来
を
担
う 
京
丹
後
市
の
未
来
を
担
う 

　

市
で
は
、
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
、
内
閣
官
房
お
よ
び

内
閣
府
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

京
都
府
、
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
、
財
団
法
人
京
都

産
業
２
１
へ
各
一
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
中
央
省
庁
な
ど
で
の
研
修
状
況
や
業
務

内
容
、
こ
れ
ま
で
の
感
想
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、
①

国
民
に
信
頼
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
確
立
、
②
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
と
環
境
問
題
の
一
体
的
解

決
に
よ
る
持
続
可
能
な
成
長
基
盤

の
確
立
、
③
ア
ジ
ア
・
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
克
服
へ
の
積
極
的

貢
献
の
三
つ
の
実
現
を
め
ざ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
部
課
）

に
お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
私
の
所
属
課
で
は
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
、
廃
棄
物
熱
利
用

な
ど
の
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
普

及
・
促
進
に
向
け
た
施
策
を
講
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
が
少
な
い
こ
と

な
ど
、
環
境
へ
与
え
る
負
荷
が
小

さ
く
、
石
油
依
存
度
を
低
下
さ
せ

る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
地

球
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
に
資
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
、
地
球
環

境
の
保
全
な
ど
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

産
業
の
活
性
化
に

も
貢
献
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
義

が
あ
り
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
機
運
が
次
第
に

高
ま
っ
て
お
り
、

自
治
体
や
企
業
な

ど
の
取
り
組
み
が

広
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、
平
成

十
七
年
十
二
月
に
策
定
し
た
「
京

丹
後
市
総
合
計
画
」
の
中
で
、
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
活
用

に
つ
い
て
明
記
し
て
お
り
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実
証
研
究
の
実

施
や
小
型
風
力
発
電
機
を
設
置
す

る
な
ど
、
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
ま
す
。 

   
　 　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
バ
イ

オ
マ
ス
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
、
促
進
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
企
画
・
立
案
し
、

実
行
す
る
こ
と
が
私
の
業
務
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
建
築
廃
材
な
ど

の
木
質
系
セ
ル
ロ
ー
ス
や
家
畜
ふ

ん
尿
、
食
品
残
さ
と
い
っ
た
、
再

生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
を
電
力
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
効
率
よ
く
転

換
す
る
た
め
の
技
術
開
発
事
業
の

実
施
や
、
自
治
体
・
企
業
な
ど
を

対
象
と
し
た
導
入
支
援
事
業
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る

業
務
の
中
で
も
重
要
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
バ

イ
オ
燃
料
の
取
り
組
み
で
す
。
昨

今
の
原
油
価
格
の
高
騰
に
み
ら
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
逼
迫
化
や

地
球
温
暖
化
問
題
の
高
ま
り
か
ら

世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
き
て
い

ま
す
。 

    

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
十

七
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
」
の
中

で
、
平
成
二
十
二
年
ま
で
に
五
〇

万
㌔
リ
ッ
ト
ル
（
原
油
換
算
）
の

バ
イ
オ
燃
料
を
導
入
す
る
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し

た
ガ
ソ
リ
ン
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
供
給
量
の
確
保

お
よ
び
供
給
・
流
通
設
備
の
エ
タ

ノ
ー
ル
混
合
ガ
ソ
リ
ン
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
エ
タ
ノ
ー
ル
供
給
量

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国
産
エ

タ
ノ
ー
ル
の
生
産
体
制
の
整
備
と

輸
入
エ
タ
ノ
ー
ル
の
安
定
確
保
の

双
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
国
産
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

糖
蜜
や
セ
ル
ロ
ー
ス
系
バ
イ
オ
マ

ス
か
ら
の
高
効
率
な
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
技
術
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
、

商
用
生
産
が
可
能
な
段
階
に
近
づ

い
て
い
ま
す
。
当
面
の
供
給
量
は

限
ら
れ
る
も
の
の
、
温
暖
化
対
策

と
し
て
の
有
効
性
も
高
い
こ
と
か

ら
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、

着
実
に
そ
の
体
制
整
備
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
す
で
に
進
展
し

て
い
る
実
証
事
業
な
ど
の
発
展
に

加
え
て
、
低
コ
ス
ト
化
や
高
効
率

化
の
た
め
の
一
層
の
技
術
開
発
も

必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
原
料
と
な
る
バ
イ
オ
マ

ス
に
つ
い
て
、
マ
テ
リ
ア
ル
利
用

や
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
の
関

係
に
つ
い
て
配
慮
し
つ
つ
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

生
産
・
収
集
体
制
を
整
備
し
、
農

業
や
工
業
な
ど
の
地
域
産
業
か
ら

発
生
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し

た
地
産
地
消
型
導
入
や
、
廃
棄
物

が
大
量
発
生
す
る
大
都
市
圏
で
の

集
中
的
な
供
給
流
通
体
制
の
整
備

に
よ
る
大
規
模
導
入
な
ど
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
拠
点
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
導
入
を

検
討
す
る
上
で
、
供
給
量
確
保
だ

け
で
な
く
経
済
性
に
つ
い
て
も
課

題
が
あ
り
ま
す
。
利
用
が
進
む
ア

メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
の
需
要
が
急

増
し
て
い
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
と

同
じ
原
料
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
か

ら
製
造
さ
れ
る
砂
糖
の
価
格
上
昇

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
も
、
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
先
物
価
格
が
昨

研
修
先
の
状
況 

研
修
先
の
状
況 

国の財政措置に頼らない国の財政措置に頼らない 

　地域活性化のツールとして　地域活性化のツールとして 

　　　　　　『特区』の活用を　　　　　　『特区』の活用を 

国の財政措置に頼らない国の財政措置に頼らない 

　地域活性化のツールとして　地域活性化のツールとして 

　　　　　　『特区』の活用を　　　　　　『特区』の活用を 

国の財政措置に頼らない 

　地域活性化のツールとして 

　　　　　　『特区』の活用を 

研
　
　
　
修 

研
　
　
　
修 

私
の
仕
事 

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

　
　
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み 

バ
イ
オ
燃
料
の 

　
　
　
　

普
及
に
向
け
た
検
討 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 
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達
人
養
成
・
鉄
人
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）」 

○
同
じ
く
地
域
再
生
計
画
の
認
定

に
基
づ
く
支
援
措
置
「
地
域
再

生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動

支
援
」
を
活
用
し
た
「
市
民
が

主
役
『
京
丹
後
の
魅
力
』
発
信

計
画
」 

京
丹
後
市
と
し
て
も
、「
特
区
」
と

「
地
域
再
生
」
を
車
の
両
輪
の
よ

う
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

  

　
こ
れ
ま
で
特
区
推
進
室
の
業
務

に
お
い
て
、
全
国
各
地
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
、
民
間
事
業
者
お

よ
び
個
人
の
か
た
と
接
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
が
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
知
恵
を
絞
り
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
ア
イ
デ
ア
を
特
区
推
進
室

に
提
案
し
て
き
ま
す
。
私
と
し
て

は
、
提
案
者
の
熱
意
を
感
じ
取
り
、

彼
ら
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
規
制
緩
和
な
ど
の
必
要
性
を

理
論
付
け
、
関
係
省
庁
に
規
制
改

革
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
通
し
て
、
地

域
の
活
性
化
の
お
役
に
立
て
る
こ

と
に
対
し
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
帰
任
後
は
、「
規
制

改
革
」
や
「
地
域
活
性
化
」
を
目

的
と
し
た
国
の
政
策
に
携
わ
る
こ

と
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

特
区
制
度
を
ツ
ー
ル
（
道
具
）
と

し
て
国
の
財
政
措
置
に
頼
ら
な
い

地
域
活
性
化
策
を
考
案
す
る
な
ど
、

京
丹
後
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会

は
、
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
協
同
組

織
と
し
て
昭
和
六
十
三
年
七
月
に

設
立
さ
れ
、
東
京
の
本
部
事
務
所

の
ほ
か
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン

ド
ン
、
パ
リ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ソ
ウ
ル
、
シ
ド
ニ
ー
お
よ
び
北
京

の
七
都
市
に
海
外
事
務
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。 

　
同
協
会
の
主
な
業
務
は
、
地
方

公
共
団
体
関
係
者
が
海
外
で
行
う

調
査
・
視
察
な
ど
の
支
援
、
諸
外

国
の
地
方
行
財
政
な
ど
に
関
す
る

研
究
調
査
、
ま
た
地
方
公
共
団
体

を
主
体
と
し
た
人
的
交
流
、
姉
妹

都
市
提
携
な
ど
の
国
際
交
流
・
協

力
事
業
の
推
進
な
ど
で
す
。
職
場

は
、
総
勢
八
十
人
ほ
ど
で
、
数
人

の
正
職
員
を
除
い
て
、
す
べ
て
国

の
各
省
庁
、
地
方
自
治
体
、
一
般

企
業
か
ら
の
派
遣
者
で
、
一
年
ご

と
に
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
入
れ
替

わ
る
と
い
う
ち
ょ
っ
と
特
殊
な
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
ス
タ

ッ
フ
も
十
一
人
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

す
か
？ 

　
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

「
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年

招
致
事
業
」
（T

h
e
 
Ja
p
a
n
 
E
x
-

ch
a
n
g
e
 
a
n
d
 
T
e
a
ch
in
g
 
P
ro
-

g
ra
m
m
e

）
の
略
称
で
自
治
体
国

際
化
協
会
の
中
心
事
業
の
ひ
と
つ

で
す
。
私
は
こ
こ
の
業
務
部
に
配

属
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
総
務
省
、
外
務
省
、

文
部
科
学
省
と
当
協
会
が
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
地
方
公

共
団
体
が
事
業
主
体
と
な
り
、
外

国
青
年
を
日
本
に
招
致
し
、
彼
ら

を
通
じ
て
外
国
語
教
育
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
津
々
浦
々

に
外
国
青
年
が
溶
け
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際

化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
言
葉
に
聞
き
覚
え
は
な
く
て

も
、
中
学
校
や
高
等
学
校
、
あ
る

い
は
町
の
英
会
話
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
、
外
国
青
年
が
活
躍
し

て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
か
た
が

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

全
国
の
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど

一
、
一
六
三
の
団
体
に
四
十
四
か

国
か
ら
約
五
、
五
〇
〇
人
の
「
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
参
加
者
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
京
丹
後
市

で
は
六
人
を
配
置
） 

　
参
加
者
の
職
種
は
、
外
国
語
指

導
助
手
、
国
際
交
流
員
、
ス
ポ
ー

ツ
国
際
交
流
員
が
あ
り
、
在
外
公

館
で
選
考
を
受
け
て
日
本
に
や
っ

て
き
ま
す
。
業
務
部
で
は
、
参
加

者
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
の
あ

っ
せ
ん
・
配
置
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
各
種
研
修
の
企
画
・

実
施
、
日
本
語
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
ス
タ

ッ
フ
は
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

経
験
者
で
、
参
加
者
か
ら
の
相
談

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
担
当

し
て
い
ま
す
。 

  

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

一
、
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
国
籍
の
参
加
者
が
集
い
、
と

も
に
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を

間
近
で
見
た
り
、
参
加
者
の
書
い

た
体
験
談
や
感
想
を
読
む
中
で
、

「
交
流
」
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
と
思
う
気
持
ち
と
、
取
ろ
う
と

す
る
勇
気
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
人
と
交
わ
る
こ
と
が
得

意
な
わ
け
で
も
な
く
、
英
語
が
話

せ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ち
ら
に
来
て
、
初
め
て
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
と

き
は
、
と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
か
月
、
二
か
月
と
と

も
に
働
い
て
い
る
う
ち
に
、
彼
ら

が
外
国
人
に
み
え
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
外
国
人
ス
タ

ッ
フ
が
、
日
本
語
が
た
ん
能
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
自
分
の
中
で
み
え
方
が
か

わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
は
不
思
議
な
体
験
で
し
た
。
小

さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
同
じ
よ

う
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
国
際
化
」
や
「
国
際
交
流
」
が
さ

ら
に
進
む
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

残
さ
れ
た
期
間
、
国
際
化
に
関
す

る
こ
と
に
限
ら
ず
、
与
え
ら
れ
た

機
会
を
活
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
経
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
京
丹
後
市
で
で
き
る
国

際
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

研
修
先
の
状
況 

こ
れ
ま
で
の
感
想 

こ
れ
ま
で
の
感
想 

十
大
ニ
ュ
ー
ス 

研
　
　
　
修 

企画政策部企画推進課　主事　田中　涼子 

　研 修 先：財団法人自治体国際化協会 

　研修期間：平成18年４月から１年間 

（平成19年４月から２年間　韓国ソウル） 

コミュニケーションはコミュニケーションは 

　　　　国際化を推進する　　　　国際化を推進する 

コミュニケーションはコミュニケーションは 

　　　　国際化を推進する　　　　国際化を推進する 

コミュニケーションは 

　　　　国際化を推進する 

あなたが選ぶ 

　「2006年京丹後市10大ニュース」を募集 

あなたが選ぶ 

　「2006年京丹後市10大ニュース」を募集 
　今年も残りわずかとなりました。市民の

みなさんにとって2006年はどんな年だっ

たでしょうか。 

　みなさん一人ひとりが今年一年を振り返

っていただくきっかけとともに、京丹後市

政に対して理解と関心を高めていただくこ

とを願い、「2006年京丹後市10大ニュース」

を次のとおり募集します。多くのご応募お

待ちしています。 

■対 象 者 

 

 

■募集期限 

■応募方法 

　◇応募用紙（市民局にあります）により、

市民局へご応募ください。 

　◇「2006年京丹後市10大ニュース」の

候補は次のとおりで、一人３つの番号

を選んでください。なお、10大ニュ

ースにしたい内容が候補にない場合は、

各自でご記入ください。 

　◇電子メールでもご応募いただけます。 

　　（住所、氏名、電話番号、候補番号（3

つ）・候補にない場合はその内容をご

連絡ください） 

■決　　定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発　　表 

 

 

■お問い合わせ先 

　京丹後市役所　秘書広報広聴課 

　　　　　　　　　　　　（☎69-0110） 

　E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

市内在住のかたならどなた

でも結構です。ただし、応

募は１人１通とします。 

11月30日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得票数の多いものから順に

「2006年京丹後市10大ニュ

ース」を決定します。 

なお、応募された3つすべて

が、10大ニュースに選ばれ

た上位3位と合われたかたの

中から、抽選で10人のかた

に図書券（1,000円分）を贈

呈します。（当選者の発表は、

年内の発送をもってかえさ

せていただきます） 

10大ニュースの発表は、本

紙および市のホームページ

に掲載します。 

新・丹後王国の創造をめざす「京丹後市総合計画」を策定 

心身ともに健全な子どもを育むため、小・中学校、幼稚園、保育所の

敷地内を全面禁煙へ 

市役所の組織・機構を再編 

関西電力株式会社へ発電所設置のための事前調査の撤回を申し入れ、

蒲井・旭地域振興計画（案）を策定、関西電力株式会社が久美浜原子

力発電所立地計画の中止を回答 

京都ファイアーバーズと「連携・協力に関する包括協力協定」を締結 

弁護士常駐の「京丹後ひまわり基金法律事務所」が開所 

愛情の絆で走る「子ども安心パトロール車（にこにこカー）」発進 

市内４郵便局で住民票の写しなどの交付サービスを開始 

「行財政改革推進計画」の具体化に向け、市民と行政の協働推進指針・

アウトソーシング推進計画・職員人材育成基本方針・給与制度等改革

方針を策定 

民間の知識・経験を活かすまちづくりに高見慧さんを招へい・採用 

男女共同参画社会の実現に向け「京丹後市男女共同参画計画」を策定 

健康・福祉のまちづくりに向け「第３期京丹後市高齢者保健福祉計画」

を策定 

弁天大橋（網野町浅茂川）が完成 

丹後あじわいの郷が出会いと結婚の象徴「恋人の聖地」へ指定 

救急用ヘリコプター臨時発着場を初めて確保 

第２次京丹後市議会が発足 

茶の一大産地をめざし、茶の京丹後塾が初茶摘み 

「青少年中国交流団」を初めて派遣 

丹後のすぐれた地場産品を一堂に「第１回Tango Good Goodsと京の

丹後屋見本市 in 京丹後」を初開催 

民間の経営ノウハウの活用に、43施設で「指定管理者制度」を導入 

安心・安全なまちづくりに向け「京丹後市地域防災計画」を策定 

平成19年４月１日の合併をめざし「京丹後市六町商工会合併協議会」

が発足 

アベサンショウウオの生息地（大宮町善王寺・峰山町長岡地区）が環

境省の「生息地保護区」に指定 

弥栄病院・産科外来を再開 

「平成18年７月豪雨」により間人地域で甚大な被害 

府道網野岩滝線「等楽寺バイパス」完成 

市民のみなさんが主役のまちづくりに向け「京丹後市まちづくり基本

条例の制定をすすめる会」が発足 

京都ファイアーバーズ対茨城ゴールデンゴールズの交流試合を開催 

久美浜高等学校の野球部員４人が甲子園で始球式 

京都工芸繊維大学の京丹後市内での研究活動拠点「京丹後キャンパス」

オープン 

低額・便利な公共交通網をめざし、低額（上限200円）運賃バスの実

証運行を開始 

Tango Silkの高付加価値化・ブランド化をめざし「丹後ファッション

ウィーク」を初開催 

中国・安徽省亳州市と友好都市提携 

市が出資する人材派遣会社「京丹後市総合サービス（仮称）」設立へ 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先を

ご記入いただいているかたにつきましては、直

接お答えもさせていただいています。一方、お

名前や住所などの連絡先の記入のないものにつ

きましては、市のホームページおよび広報紙で

お答えしています。ホームページには随時掲載

していますが、広報紙は月に１回の発行であり、

どうしてもお答えを掲載するのに時間がかかっ

てしまいます。また、広報紙では紙面が限られ

ているためご意見やお答えを一部割愛して掲載

することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されてい

たご意見では、ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていねいな回答をお返

しするように努めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につきましては、再

質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするた

めに、住所をはじめ、お名前・連絡先などをぜ

ひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

原
則
、
指
定
管
理
者
へ
の
指
定
管

理
料
の
変
更
は
し
て
お
り
ま
せ
ん 

　
指
定
管
理
料
は
、
毎
年
度
、
市
の
予
算
の

範
囲
内
で
指
定
管
理
者
に
支
払
う
こ
と
と
し
、

そ
の
金
額
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
計
画
書
・
収
支
計
算
書
を
も
と
に
、

指
定
管
理
者
と
市
が
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
、

年
度
ご
と
に
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
指
定
管
理
料
の
額
は
、
災
害
な
ど
の

当
初
、
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
特
別
な
事
情
が

発
生
し
た
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
変
更

し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
従
い
ま
し
て
、
指
定
管
理
者
の
経
営
状
況

に
よ
っ
て
、
そ
の
赤
字
部
分
を
そ
の
都
度
、

補
て
ん
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
が
、
当
該
施
設
の
管

理
業
務
以
外
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

施
設
の
管
理
業
務
と
、
ほ
か
の
事
業
の
経
理

を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
と
し
、
施
設
管
理

業
務
の
収
支
に
つ
い
て
、
適
切
に
管
理
す
る

よ
う
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

救
急
救
命
士
の
さ
ら
な
る
養
成
を 

検
討
し
て
く
だ
さ
い 

　
京
丹
後
市
消
防
本
部
の
み
な
さ
ん
、
毎
日

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

が
聞
こ
え
ま
す
。
暑
い
中
、
本
当
に
ご
苦
労

さ
ま
で
す
。 

　
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
七
月
号
の
ご
意
見
箱

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
あ
り
ま
し
た
「
認
定
救

急
救
命
士
一
人
誕
生
」
を
読
み
、
た
い
へ
ん

心
強
く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
も
一

年
に
一
人
程
度
、
育
て
て
い
く
と
い
う
と
こ

ろ
で
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
五
台
の
救
急
自

動
車
に
十
二
人
の
救
急
救
命
士
。
そ
れ
で
は
、

救
命
士
の
乗
車
し
て
い
な
い
救
急
自
動
車
も

走
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
京
丹
後
市
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
出
動
回
数

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
予
算
も
た
い
へ
ん

で
し
ょ
う
が
、
認
定
救
急
救
命
士
・
救
急
救

命
士
を
、
一
年
に
一
人
と
は
言
わ
ず
に
、
二

人
、
三
人
と
、
増
や
す
方
向
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

救
命
士
の
計
画
的
な
養
成
を 

工
夫
し
、
行
っ
て
ま
い
り
ま
す 

　
消
防
本
部
で
は
、
救
急
自
動
車
を

本
署
に
二
台
、
分
署
所
に
各
一
台
の

計
五
台
と
、
救
急
救
命
士
十
二
人
を

配
置
し
て
、
平
成
十
七
年
中
に
は
二

千
三
百
七
十
五
件
の
出
動
を
し
て
い

ま
す
。 

　
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ

い
て
で
す
が
、
当
本
部
で
は
、
平
成

十
八
年
三
月
に
、
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ

に
よ
る
気
道
確
保
と
薬
剤
投
与
の
両

方
が
で
き
る
認
定
救
急
救
命
士
が
一

人
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
気
道
確

保
は
、
ほ
か
の
気
道
確
保
に
比
べ
、

確
実
に
人
工
呼
吸
が
で
き
、
ま
た
薬

剤
投
与
で
は
心
停
止
傷
病
者
の
心
機

能
回
復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
認
定
救
急
救
命
士
の
養
成
に
あ
た
り
、
気

管
挿
管
に
つ
い
て
は
、
指
定
研
修
機
関
で
九 

日
間
の
講
習
の
後
、
一
定
規
模
の
病
院
に
て

三
十
症
例
（
約
二
か
月
必
要
）
の
実
習
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
薬
剤
投
与
に
関
し
て
は
、

二
十
三
日
間
の
講
習
の
後
、
七
日
間
の
病
院

実
習
を
修
了
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
現
任
の
救
急
救
命
士
に
対
す

る
研
修
派
遣
も
あ
り
、
さ
ら
に
研
修
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
く
病
院
の
規
模
な
ど
の
事
情

も
あ
り
、
認
定
救
急
救
命
士
と
し
て
養
成
で

き
る
人
員
は
一
年
に
一
人
程
度
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
ご
指
摘
の
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
よ
り
多
く
の
救

急
救
命
士
の
輩
出
が
で
き
る
よ
う
、
工
夫
を

重
ね
る
努
力
も
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
救
命
士
の
乗
車
し
な
い
救
急
車
の

ご
質
問
で
す
が
、
現
在
、
救
命
士
十
二
人
を

四
署
所
に
配
置
し
て
二
十
四
時
間
の
交
替
制

勤
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
例

え
救
命
士
が
乗
車
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
安
心
・
安
全
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
今
後
も
、
工
夫
し
な
が
ら
救
急
救
命
士
と

認
定
救
急
救
命
士
の
計
画
的
で
一
層
速
や
か

な
養
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
現
状
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
消
防
本
部
】 

  

助
産
師
に
よ
る
子
育
て
相
談
な
ど 

助
産
師
外
来
の
充
実
を 

　
先
日
、
乳
腺
炎
に
か
か
り
、
助
産
師
の
か

た
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熱
も
高
く
、
お
乳
を
触
る
の
も
、
し
こ
り
が

痛
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
て
も
て
い
ね
い
に
み
て
い
た
だ
い
て
、
す

ご
く
楽
に
な
り
ま
し
た
。 

　
お
乳
だ
け
で
な
く
、
足
の
つ
ぼ
療
法
と
か
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
か
、
頭
、
肩
、
背
中

な
ど
全
身
を
み
て
い
た
だ
い
た
う
え
に
、
食

生
活
の
こ
と
と
か
、
体
の
冷
え
の
こ
と
ま
で

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
断
乳
の
相
談
や

ケ
ア
も
し
て
い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
、
す
ご

く
安
心
で
す
。 

　
今
、
母
乳
で
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

人
た
ち
に
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

お
乳
を
み
て
ほ
し
い
人
や
、
相
談
し
た
い
人

も
来
る
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
助

産
師
の
か
た
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
育

児
も
が
ん
ば
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
。 

【
無
記
名
】 

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
め
ざ
し
、

研
さ
ん
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す 

　
産
科
外
来
に
お
け
る
助
産
師
の
対
応
に
、

ご
評
価
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
当
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
産
婦
人
科
医
師

の
体
制
が
不
十
分
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
年
四
月
か
ら
、
お
産
を
扱
え
な
い
状
況
が

続
い
て
き
ま
し
た
が
、
京
都
府
医
師
バ
ン
ク

を
通
じ
て
、
京
都
府
立
医
科
大
学
や
京
都
府

第
一
、
第
二
赤
十
字
病
院
の
医
師
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
月
か
ら
、
産
科

外
来
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
院
の
助
産

師
は
、
お
産
の
再
開
に
向
け
、
日
々
研
修
を

積
み
な
が
ら
、
助
産
師
外
来
の
充
実
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
か
ら
、
今
回
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
け
た

も
の
と
関
係
者
一
同
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
患
者
の
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
医
療
の
提
供
を
め

ざ
し
て
、
日
々
研
さ
ん
を
積
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
な
お
、
助
産
師
か
ら
は
、「
開
業
助
産
院
の

研
修
か
ら
、
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

足
つ
ぼ
、
肩
・
背
中
を
ほ
ぐ
す
方
法
や
冷
え

性
予
防
の
た
め
の
生
活
指
導
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
授
乳
、
子
育
て
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る

お
母
さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
母

乳
相
談
は
、
外
来
時
間
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

【
弥
栄
病
院
】 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る 

災
害
情
報
を
も
っ
と
目
立
た
せ
て 

　
京
丹
後
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
七

月
の
災
害
に
つ
い
て
、
情
報
を
得
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
左
側
の
項
目

を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
と
、
そ
の
情
報
が
見
ら

れ
な
い
状
態
で
し
た
。 

　
緊
急
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中

に
置
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

【
無
記
名
】 

災
害
情
報
の
よ
り
わ
か
り
や
す
い 

掲
載
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
災
害
時
に
お

け
る
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
確
な

情
報
を
少
し
で
も
早
く
、
目
立
つ
か
た
ち
で
、

す
べ
て
の
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
発
信
で
き
る

よ
う
、
九
月
二
日
に
大
雨
災
害
を
想
定
し
て

行
い
ま
し
た
避
難
訓
練
以
降
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
中
央
の
一
番
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

　
災
害
時
に
お
け
る
早
く
て
、
正
確
な
情
報

提
供
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
・
財
産

を
守
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
詳
細
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載

す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
を
第
一
に
考
え
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

指
定
管
理
者
に
支
払
わ
れ
る
指
定 

管
理
料
の
安
易
な
増
額
に
つ
い
て 

　
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
認
識
に
つ
い
て
お

た
ず
ね
し
ま
す
。 

　
市
の
職
員
も
、
そ
う
い
う
認
識
が
あ
っ
て

発
言
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
管
理
委

託
を
受
け
て
、
実
際
に
管
理
を
し
た
結
果
、

赤
字
が
出
た
場
合
、
市
が
そ
の
分
を
助
成
す

る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
制
度
を
拡
大

解
釈
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
話
を
聞
き

ま
す
よ
。 

　
市
か
ら
指
定
管
理
料
を
提
示
し
て
、
管
理

受
託
業
者
は
応
募
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
運
営
内
容
が
本
来
の
趣
旨
に
合
致
し

て
い
る
か
を
市
が
み
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

経
営
成
績
が
ど
う
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

関
与
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
指

定
管
理
料
を
簡
単
に
増
額
し
て
し
ま
う
の
で

あ
れ
ば
、
今
回
の
制
度
に
移
行
し
た
意
味
が

な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
受
託
企
業
は
そ
の
覚
悟
の
も
と
で
運
営
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
企
業
が
本
業
以
外
の
事
業
の
一

部
と
し
て
管
理
受
託
を
し
た
場
合
、
そ
の
部

門
の
損
益
そ
の
も
の
の
内
容
の
信
憑
性
を
だ

れ
が
保
障
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
誤
解
で
あ
る
な
ら
ば
、
市
職
員
も
毅
然
と

し
た
態
度
で
発
言
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

11月の休館日 
13日（月）・20日（月）・23日（木）・27日（月） 

12月の休館日 
１日（金）・４日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の11月10日以降、次号発行
日の12月８日までを掲載しています。 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
六

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
六

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
六

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
六

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
六

〜
久
美
浜
町
宗
雲
寺

〜
久
美
浜
町
宗
雲
寺

　
　
玄
圃
霊
三
関
係
資
料

　
　
玄
圃
霊
三
関
係
資
料

　
　
　
︵
げ
ん
ぽ
れ
い
さ
ん
か
ん
け
い
し
り
ょ
う
︶
〜

　
　
　
︵
げ
ん
ぽ
れ
い
さ
ん
か
ん
け
い
し
り
ょ
う
︶
〜

〜
久
美
浜
町
宗
雲
寺

　
　
玄
圃
霊
三
関
係
資
料

　
　
　
︵
げ
ん
ぽ
れ
い
さ
ん
か
ん
け
い
し
り
ょ
う
︶
〜

あみの図書館 中学生の職場体験 保育所・小学校に団体貸し出し 保育所・小学校に団体貸し出し 
　市立図書館（室）では、子どもたちが学校図書館の

本以外にも、多くのよい本に出会えることを願い、保

育所や小学校向けに団体貸し出しを行っています。 

　教員のかたが、図書館で直接本を選んで借りる方法

のほかに、図書館で小学校の希望する冊数を予め準備

して貸し出す方法。加えて、公民館やデイサービスセ

ンターにも団体貸し出しを行っています。京丹後市域

は広大であるため、なかなか自分で図書館に来て本を

借りていただくことができないので、図書館ではさま

ざまな方法により、みなさんが本に接していただく機

会をつくりたいと考えています。 

市
の
文
化
財 

市
立
図
書
館 

　8月４日の網野中学校２年生の９人に続いて、９月

22日に弥栄中学校の２年生６人が、あみの図書館の業

務のうち、本の貸出、返却や配架（返却された本を書

架に戻す作業）をはじめ、事務室での業務などを体験

しました。 

　生徒のみなさんは、初めての経験で緊張しながらも、

一生懸命、図

書館職員の指

示を聞き、取

り組みまし

た。そのほか

の各図書館

（室）でも体

験学習が行わ

れています。 

あみの図書館 科学あそび教室 

利用者の声 利用者の声 
丹後図書室「えほんのへや」（水曜日　10：30～） 

　丹後図書室で読み聞かせを行っているのは以前から

知っていましたが、友達に誘われたのをよいチャンス

だと思い初めて参加しました。 

　手あそびで子どもたちに興味を持たせた後に、読み

聞かせに入っていきますが、うちの子は興味がないの

か、じっと座って聞いてくれません。行くたびに、ほ

かのお子さんが静かに聞けないのではないか、この子

にはまだ早いのではないかと思うこともあります。し

かし、対象年齢は０歳か

らとなっていますので、

この子も何回か通ううち

に、耳を傾けるようにな

るのではないかと期待し

て、積極的に行くように

しています。 

　あみの図書館で

は、10月1日に、

今年度２回目の「科

学あそび教室」を

開催しました。参

加希望が多く、や

むなく申し込み制

限を行い、約100

人の親子が、ホログラムシート（分光シートとも言い

ます）を使った「光の万華鏡」と「キラキラこま」づ

くりを楽しみました。 

　光や虹について説明を聞き、色の名前を英語で発声

したり、「ハロー」・「虹」の歌を楽しく歌った後、製

作に取りかかりました。参加者は、会場の照明や太陽

光線が、い

ろいろな色

にわかれき

れいな模様

に見える光

の世界を楽

し み ま し

た。 

　
今
回
は
、
久
美
浜
町
に
あ
り
ま
す
宗
雲

寺
の
玄
圃
霊
三
（
げ
ん
ぽ
れ
い
さ
ん
）
関

係
資
料
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
室
町
時
代
の
宗
雲
寺
は
、
常
喜
院
（
じ

ょ
う
き
い
ん
）
と
い
う
寺
で
あ
り
、
福
知

山
市
天
寧
寺
（
て
ん
ね
い
じ
）
を
開
い
た

愚
中
周
及
（
ぐ
ち
ゅ
う
し
ゅ
う
き
ゅ
う
）

の
弟
子
に
あ
た
る
千
畝
周
竹
（
せ
ん
み
ょ

う
し
ゅ
う
ち
く
）
が
、
永
享
（
え
い
き
ょ

う
）
四
年
（
一
四
二
三
年
）
に
再
興
し
た

も
の
で
す
。
天
文
（
て
ん
ぶ
ん
）
七
年
（
一

五
三
八
年
）
の
『
丹
後
国
御
檀
家
帳
』
に

は
、
「
大
寺
也
丹
後
国
僧
衆
の
本
寺
也
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
寺
勢
が
し
の

ば
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
の
戦
乱
の
中
で
退

転
し
た
と
伝
え
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
天
正
（
て
ん
し
ょ
う
）
十
年

（
一
五
八
二
年
）
に
細
川
氏
重
臣
の
松
井

康
之
が
久
美
浜
に
入
る
と
、
父
正
之
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
、
叔
父
の
玄
圃
霊
三
を

請
じ
て
再
興
し
、
正
之
の
法
号
か
ら
寺
名

を
「
常
喜
山
宗
雲
寺
」
と
改
め
ま
し
た
。

こ
の
後
、
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
寺
院
と
し

て
現
在
に
至
り
ま
す
。 

　
玄
圃
霊
三
は
、
天
正
十
四
年
に
南
禅
寺

第
二
六
六
世
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
も
宗
雲
寺
住
持
を
兼
務
し
て
い
た
関
係

か
ら
関
係
資
料
が
宗
雲
寺
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
玄
圃
霊
三

関
係
資
料
は
、

絵
画
・
書
跡
・

文
書
が
あ
り
、

絵
画
に
は
、

絹
本
著
色
玄

圃
霊
三
像
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
慶
長（
け

い
ち
ょ
う
）
九
年
（
一
六
〇
一
年
）
に
描

か
れ
自
賛
し
た
も
の
で
あ
り
、
霊
三
没
後

の
慶
長
十
四
年
に
追
賛
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
天
正
十
年
の
漢
倭
連
句
と
天
正
十
八
年

の
倭
漢
連
句
は
、
い
ず
れ
も
連
歌
会
の
際

に
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
玄
圃
霊
三
を
は

じ
め
細
川
幽
斎
・
中
院
通
勝
な
ど
が
詠
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
霊
三
の
漢
詩
文
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
文
書
に
は
、
霊
三
か
ら
宗
雲
寺
留
守
衆

へ
の
書
状
や
、
細
川
忠
興
・
京
極
高
知
の

寄
進
状
・
禁
制
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
天
正
十
四
年
五
月
に
関
白
豊
臣
秀

吉
が
、
霊
三
を
南
禅
寺
住
職
に
任
命
し
た

際
の
書
状
や
、
常
喜
院
時
代
の
康
正
（
こ

う
し
ょ
う
）
三
年
（
一
四
五
七
年
）
の
「
常

喜
院
規
式
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
玄
圃
霊
三
関
係
資
料
は
、
織
豊
期
以
降

の
宗
雲
寺
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
資
料
で

あ
り
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
以
前
の
常
喜
院
時

代
を
含
む
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
平
成
十
一
年
三
月
十
九
日
付

け
で
京
都
府
指
定
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
中
世
の
久
美
浜
を

物
語
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
丹
後

古
代
の
里
資
料
館
に
て
開
催
し
て
い
ま
す

秋
期
特
別
展
示
「
久
美
庄
か
ら
久
美
浜
へ
」

の
前
期
展
示
（
十
一
月
十
九
日
ま
で
）
に

お
い
て
、
資
料
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

絹
本
著
色
玄
圃
霊
三
像
（
宗
雲
寺
） 

　
市
が
進
め
て
い
る
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
市

内
文
化
財
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
九
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
は
、
編
さ
ん
委
員

の
関
根
俊
一
教
授
（
帝
塚
山
大
学
）
な
ど
が
、
久

美
浜
町
内
の
仏
像
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
は

六
か
所
で
実
施
し
、
仏
像
の
実
測
、
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
九
月
二
十
九
日
・
三
十
日
に
は
、
編
さ

ん
委
員
の
水
本
邦
彦
教
授
（
京
都
府
立
大
学
）
な

ど
が
、「
峯
山
藩
関
係
文
書
」
の
調
査
を
実
施
。
解

読
し
た
文
書
の
読
み
合
わ
せ
や
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

打
ち
込
み
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
調
査

成
果
は
、
今
後
発

刊
す
る
京
丹
後
市

史
の
中
で
、
活
か

す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。 

宝泉寺仏像調査 

市史編さん事業 

 市内文化財調査を実施 

市史編さん事業 

 市内文化財調査を実施 

「峯山藩関係文書」調査 
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人口・世帯数 

男　　　31,009人 

女　　　33,458人 

計　　　64,467人 

世帯数　22,060世帯 

　　（10月１日現在） 

華やかな“よさこい踊り”で

　　　　　京丹後の魅力を発信

華やかな“よさこい踊り”で

　　　　　京丹後の魅力を発信
ちりめん丹後 
　　　夢よさこい 

　
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
を
通
し
て
丹
後
の
魅
力

を
発
信
す
る
「
ち
り
め
ん
丹
後
夢
よ
さ
こ
い
」が
、

九
月
二
十
四
日
に
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄

町
鳥
取
）
で
盛
大
に
開
か
れ
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
丹
後
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
と
と

も
に
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
京
都
府
商
工

会
連
合
会
と
京
都
北
部
商
工
会
連
絡
協
議
会
が

主
催
し
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
踊
り
や

衣
装
、
音
楽
の
中
に
「
丹
後
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
表
現
を
取
り
入
れ
た
丹
後
地
方
独
自
の
「
よ

さ
こ
い
」
祭
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。 

　
五
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
島
根
県
出
雲
市

や
大
阪
府
守
口
市
な
ど
、
西
日
本
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
二
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。
そ
ろ
い
の
あ

で
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
一
糸
乱
れ
ぬ
躍

動
感
に
満
ち
た
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
が
、
見
て

い
る
人
に
「
元
気
」
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
回
は
、
課
題
曲
に
あ
わ
せ
て
独
自

の
踊
り
を
競
う
「
よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
、

着
物
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
「
き
も
の
シ
ョ

ー
」
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
催
し
も
開
か
れ
、

秋
晴
れ
の
も

と
す
が
す
が

し
い
風
を
あ

び
な
が
ら
、

家
族
連
れ
の

笑
顔
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

天明義民顕彰会 

　
天
明
二
年
（
一
七
八
二
年
）
か

ら
続
い
た
凶
作
で
の
大
飢
饉
に
よ
り
、

天
明
四
年
に
久
美
浜
町
で
起
こ
っ

た
一
揆
の
首
謀
者
と
し
て
捕
ら
え

ら
れ
た
、
小
國
一
角
（
佐
野
村
）、

野
村
佐
右
衛
門
（
永
留
村
）、
今
井

又
兵
衛
（
栃
谷
村
）
の
三
人
の
義

挙
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
地
元

の
天
明
義
民
顕
彰
会
（
小
田
秀
治

会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
寄
附
を
募

ら
れ
、
三
人
の
菩
提
寺
で
あ
る
妙

久
寺
（
久
美
浜
町
永
留
）
に「
天
明

義
民
追
頌
（
つ
い
し
ょ
う
）
碑
」

を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
天
明
二
年
か
ら
の
天
候
不
順
に

よ
る
凶
作
は
、
多
く
の
餓
死
者
を

出
す
「
天
明
の
大
飢
饉
」
と
な
り
、

重
税
に
苦
し
み
忍
耐
の
極
限
に
達

し
た
数
万
人
と
も
言
わ
れ
る
農
民
が
、

天
明
四
年
十
月
九
日
の
夜
、
岩
手

峠
に
集
結
し
、
久
美
浜
へ
一
揆
と

し
て
押
し
寄
せ
ま
し
た
。 

　
い
ち
早
く
こ
の
動
き
を
察
し
た

代
官
が
、
表
向
き
は
要
求
を
認
め

一
揆
を
解
散
さ
せ
ま
し
た
が
、
近

隣
の
諸
藩
に
出
兵
を
要
請
し
、
一

揆
の
関
係
者
を
捕
ら
え
、
首
謀
者

で
あ
る
小
國
一
角
は
大
阪
に
送
ら

れ
牢
死
し
、
ま
た
野
村
佐
右
衛
門

は
打
ち
首
に
、
今
井
又
兵
衛
は
遠

島
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
顕
彰
会
は
、
こ
の
義
挙
を
決

し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、

多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
募
る
な
ど
、
昨
年
春
か
ら
追

頌
碑
の
建
立
に
取
り
組
ま
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
、
同
寺
の
蓮
（
は
す
）

池
の
そ
ば
に
設
置
さ
れ
た
「
追
頌
碑
」

は
、
御
影
（
み
か
げ
）
石
製
で
、

幅
二
一
〇
セ
ン
チ

、
高
さ
は
台
座
を
含

め
約
二
四
〇
セ
ン
チ

。 

　
一
揆
当
日
の
十
月
九
日
に
開
か

れ
た
「
建
立
竣
工
式
」
に
は
、
地

元
住
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

中
山
市
長
や
市
議
会
議
員
、
学
校

関
係
者
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
し
、

読
経
の
後
、「
追
頌
碑
」
の
除
幕
を

行
い
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
中
山
市
長
は
「
住

民
の
み
な
さ
ん
の
真
心
に
よ
る
建

立
で
あ
り
、
尊
い
行
為
・
お
心
を

改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
永
く
後
世
に
伝
わ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

息
の
あ
っ
た
華

や
か
な
踊
り
が

来
場
者
を
魅
了 

天明の一揆における義挙を後世に伝える「天明義民追頌碑」を建立天明の一揆における義挙を後世に伝える「天明義民追頌碑」を建立

式辞を読まれる 

天明義民顕彰会 

　　山形惣一副会長 
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